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英語指導助手（ALT）を増員し、２人体制にします。
幼児から中学生までの英語環境を充実させます。

大型予算  81億10
00万円

新
年
度
予算審査特別委員会 一般会計予算・特別会計予算・事業会計予算額

特 別 会 計

国民健康保険

事業勘定 施設勘定

下水道事業 水道事業

収益的支出 資本的支出 収益的支出 資本的支出
介護保険 後期高齢者

医療
県営開拓
パイロット事業

会計名

予算額

ｰ841万円 ＋232万円 ＋4万円 ｰ1209万円 ｰ805万円 ＋205万円 ＋432万円＋203万円

（2.0%）（△0.6%）（2.4%） （0.3%）（△1.7%）（△1.7%）（0.7%）（10.9%）（8.9%）（13.1%）

994万円 4391万円

前年度
対比

81億
1000万円

13億
6780万円

1億
370万円

13億
2247万円

1億
41万円

6億
9529万円

4億
5981万円

2億
9585万円

＋9億
4200万円

＋1億
1165万円

一般会計 事 業 会 計

決まる！決まる！

子どもへ子どもへ

議長の裁決
により可決

目玉事業
今年度

◎教育内容の充実を図る・・・2782 万円

未来へ未来へ 目玉事業
今年度

◎防災行政無線をデジタル化・・・1 億 9976 万円
　現在アナログの屋内スピーカーと、戸別の屋内受信機を順次デジタル化に更新します。

◎高齢者も乗り降りしやすい循環バス・・・400 万円
　日中のはまなす号を低床バスで運行します。
　さくら号・さくらんぼ号も運行を見直し、日中は低床バスで運行します。

公共施設公共施設 目玉事業
今年度

◎安全でおいしい給食を提供するため・・・2079 万円
給食調理場の、老朽化した下処理室空調設備や
炊飯設備、器具洗浄機などを改修、更新します。

◎得点表示盤改修工事・・・689 万円
長期間、故障により利用できなかった聖籠野球場の
得点表示盤を改修をします。

◎ALT ２人体制・・・1003 万円

福祉へ福祉へ 目玉事業
今年度

◎タクシー券の利用年齢を７５歳以上に・・・935 万円
運転免許証を返納した方、運転免許証を持たない方が申請できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月：２１００円）

◎０歳児から５歳児の認定こども園・・・6 億 2467 万円
変化する町民ニーズに応えて、社会福祉法人の
私立認定こども園の施設整備を支援します。

　令和３年度当初予算（一般会計など７会計）については、予算審査特別委員会を設置し議長を
除く議員12人で集中審査をしました。一般会計は町長から前年度対比9億4200万円（13.1％）
増の81億1000万円という予算が提案され、その他会計も含め細部にわたり審査・質疑応答の
後、町長への総括質問を行いました。
　一般会計予算は本会議の採決において賛成６人、反対６人となりましたが、議長裁決によって
可決となりました。予算を執行するにあたっては事業の目的を明確に捉えた上で、着実にまたス
ピード感を持って進めていただきたい。それが「生まれて良かった。住んで良かった町」の実現に
つながっていきます。

タブレット端末を活用したAIドリルを導入します。
導入に伴う保護者の経済的な負担を軽減します。

待ちに待った改修、利用者増に期待

今年度、園舎の整備が始まります
新任ALT  アルバート・アリスガードさん

一般会計予算・特別会計予算・事業会計予算額

議長の裁決賛成６ vs 反対６議会まっぷ
たつ！
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町民目線に立ち厳しく注文！町民目線に立ち厳しく注文！令和３年度予算徹底審議令和３年度予算徹底審議
　令和３年度予算について、予算審査特別委員会で慎重に
審議しました。中でも数多く質疑のあったものを紹介します。

ざぶ～ん館への管理業務委託料は
今年度600万円増額したばかりだ
が、令和３年度予算を見ると経営改
善策を講じた内容ではない。赤字
を前提とした1800万円の委託料増
額はとても容認できず、赤字補填と
いう考え方は遺憾だ。経営改善計
画をしっかり示し一年間精一杯努
力をし、それでも経営が成り立たな
いときに検討に入るべき。
また委託料の3300万円を含めた約
7000万円もの予算が、今現在、妥
当な金額なのか再検討するべき。
令和３年度末を最終期限とし、規
模の縮小や完全民営化、直営を含
む抜本的運営見直しの検討もする
べきである。

毎日の生活を支える循環バス

どうなる、どうする、ざぶ～ん館の今後

この機会に新築・増築・リフォーム考えてみませんか 往診にも伺います  気軽に相談を 聖籠の魅力を全国へ

サーフィンで町の活性化を子どもたちの心強い味方です

循環バスと新発田・次第浜線の路線バスが再編
され、通勤・通学の利用者には良い形になった。
今後は動態調査の結果に基づき、事業の見直しも
しながら町民の足になることを望む。また低床化
に合わせて、車いす対応車導入の検討を望む。

十分な周知をし、町民や業者にとっても良い施策
になるように進めてほしい。    
また近隣市町村と比較・検証をして、予算を次年
度に反映してほしい。    

丸山医師が再び診療所に着任した。   
あらためて町民にとって診療所が身近になり、さ
らに運営が軌道に乗ることを期待する。   
  

町民みんなの足に町民みんなの足に

委託料は妥当なのか委託料は妥当なのか

3年間継続の事業3年間継続の事業

身近な「かかりつけ医」に身近な「かかりつけ医」に
ふるさと納税により多くの寄付をしてもらえるよ
う、今後も創意工夫したＰＲと魅力のある商品開
発・発掘を期待する。返礼品の米への予約制は評
価するが、農家に対しては予算を含めてしっかりと
した対応をしてもらいたい。

財源確保で町の活性化財源確保で町の活性化

全国各地からサーフィン愛好者が集まることで、町
のＰＲにつながる大会になるように期待する。  
  

安心・安全な運営を安心・安全な運営を
子どもたちの安全のために「防犯カメラ稼働中」
等の表示を目立つよう掲示し、犯罪の抑止につな
げてほしい。    

通学路を安全に通学路を安全に

暮らし応援事業

サーフィン大会開催

ふるさと応援寄付金町 診 療 所

防犯カメラ設置

循 環 バ ス

ざ ぶ ～ ん 館♨

5000 万円5000 万円

3300 万円3300 万円

１億1000 万円１億1000 万円4654 万円4654 万円

300 万円300 万円

2490 万円2490 万円

350 万円350 万円

（職員６人分給料）（職員６人分給料） （歳入）（歳入）（運行業務委託料）（運行業務委託料）

（管理業務委託料）（管理業務委託料）
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議 案
第27号

令
和
３
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

討論

そ
こ
で
①
１
８
０
０
万
円
の

増
額
は
３
年
度
、
精
一
杯
の

経
営
を
し
て
決
算
後
に
議
論

す
る
②
１
８
０
０
万
円
増
額

の
根
拠
を
求
め
る
③
西
脇
町

長
は
今
後
５
年
間
で
ざ
ぶ
〜

ん
館
の
方
向
性
を
示
す
と
い

う
が
、
５
年
後
は
誰
が
町
長

か
不
明
だ
。
町
長
任
期
中
に

判
断
し
な
い
の
は
無
責
任
だ

④
経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
、

３
カ
月
毎
の
議
会
と
の
議
論

を
求
め
る
。
以
上
４
点
の
意

見
を
述
べ
た
上
で
反
対
す
る
。

令
和
３
年
度
予
算
書
に
は

修
理
費
・
工
事
費
７
６
５
０

万
円
と
載
っ
て
い
る
。
２
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
も
含

め
て
７
３
４
３
万
円
。
元
年

度
は
レ
ジ
オ
ネ
ラ
資
金
と
修

繕
費
を
含
め
４
０
２
８
万
円

だ
。
平
成
30
年
の
臨
時
会
の

ざ
ぶ
〜
ん
館
の
委
託
管
理

料
に
つ
い
て
は
何
回
か
町
長

と
議
論
を
重
ね
た
。
ざ
ぶ
〜

ん
館
の
経
営
は
第
三
セ
ク

タ
ー
で
は
あ
る
が
公
共
性
が

高
い
施
設
の
た
め
、
町
に
よ

る
規
制
や
縛
り
が
あ
る
。

よ
っ
て
大
株
主
で
あ
る
町
が
、

㈱
聖
籠
の
杜
と
一
緒
に
経
営

改
善
、
安
定
化
、
営
業
等
を

考
え
て
い
っ
た
方
が
良
い
。

再
三
申
し
上
げ
て
き
た
つ
も

り
だ
が
、
そ
の
点
で
町
長
答

弁
で
は
一
歩
踏
み
込
ん
だ
発

言
が
な
く
、
不
満
を
強
く
感

じ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
歩

前
に
進
ま
な
け
れ
ば
道
筋
が

見
え
て
こ
な
い
。
サ
ン
ト

リ
ー
創
業
者
の
鳥
井
さ
ん
が

「
や
っ
て
み
な
は
れ
」
と

言
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の

よ
う
な
姿
勢
で
今
回
の
予
算

で
１
年
間
実
行
す
る
こ
と
で
、

そ
の
後
の
方
向
性
が
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
逆

に
私
は
期
待
を
し
て
い
る
。

多
額
の
税
金
を
投
入
す
る
の

か
。
ま
た
町
長
は
補
填
の
根

拠
と
し
て
「
公
共
施
設
だ
か

ら
」
と
言
う
が
町
民
利
用
率

は
２
割
だ
。
そ
れ
も
こ
れ
は

単
な
る
利
用
回
数
で
、
実
際

に
何
人
の
町
民
が
利
用
し
て

い
る
の
か
判
ら
な
い
。
こ
ん

な
状
況
で
公
共
施
設
と
位
置

付
け
る
に
は
無
理
が
あ
る
。

昨
年
の
「
町
施
設
の
使
用
料

の
改
定
」
で
は
「
受
益
者
負

担
の
原
則
」
と
い
う
言
葉
を

使
い
、
ほ
ぼ
全
て
を
値
上
げ

し
た
。
で
は
、
ざ
ぶ
〜
ん
館

を
公
民
館
等
と
同
じ
よ
う
に

公
共
施
設
と
言
う
の
な
ら
、

な
ぜ
受
益
者
負
担
を
適
応
さ

せ
な
い
の
か
、
大
変
疑
問
で

あ
る
。

賛
成
討
論
で
は
「
ざ
ぶ
〜
ん

館
の
今
後
に
つ
い
て
は
議
会

に
十
分
説
明
し
、
要
望
は
議

会
に
諮
り
な
が
ら
進
め
る
」

と
明
記
。
西
脇
町
長
は
財
政

再
建
の
た
め
専
門
家
も
入
れ

委
員
会
を
設
置
、
全
員
協
議

会
で
も
何
回
か
説
明
さ
れ
た
。

住
民
に
対
し
て
も
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
で
理
解
を
求
め
て

お
り
、
一
歩
二
歩
前
進
し
た

と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
今

回
の
予
算
に
つ
い
て
は
青
木

議
員
と
現
実
に
は
一
緒
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
も
収
束
し
利
用

率
が
上
が
れ
ば
、
委
託
費
は

そ
こ
ま
で
掛
か
ら
な
い
状
況

に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

ざ
ぶ
〜
ん
館
へ
の
赤
字
補

填
３
３
０
０
万
円
だ
が
、
こ

の
予
算
の
原
資
は
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
資
金
だ
。
コ
ロ
ナ
禍

で
困
っ
て
い
る
会
社
は
数
多

く
、
生
活
に
困
窮
し
支
援
を

望
ん
で
い
る
町
民
も
大
勢
い

る
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
ざ
ぶ

〜
ん
館
に
だ
け
、
こ
れ
だ
け

令
和
３
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
本
会
議
に
お
い

て
賛
成
６
反
対
６
の
可
否
同

数
と
な
り
ま
し
た
が
、
議
長

裁
決
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
可
否
の
討
論
を
、
発
言

順
に
掲
載
し
ま
す
。

ざ
ぶ
〜
ん
館
へ
の
委
託
費

は
令
和
２
年
度
に
６
０
０
万

円
増
額
、
今
回
１
８
０
０
万

円
増
額
す
る
が
使
い
道
は
不

明
確
だ
。
３
年
度
も
赤
字
を

想
定
し
、
年
間
の
収
支
決
算

を
待
た
ず
に
増
額
す
る
の
は
、

最
初
か
ら
赤
字
に
な
る
だ
ろ

う
と
諦
め
た
予
算
付
け
だ
。

大
切
な
の
は
ど
う
や
っ
て
ざ

ぶ
〜
ん
館
を
立
て
直
す
か
だ
。

ざ
ぶ
〜
ん
館
だ
け
で
な
く
町

財
政
も
厳
し
い
中
、
町
は

も
っ
と
早
い
段
階
で
危
機
感

を
持
つ
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

青
木
順

反 対

賛 成

反 対

賛 成

小
川
勝
也

田
中
智
之

手
嶋
満

３月議会
定例会

　令和３年３月定例会は３月９日から22日までの14日間の会期で開
かれました。
　一般質問には13人中９人が登壇し、新型コロナウイルス対策、新年
度事業、ざぶ～ん館の運営、福祉、教育などについて活発な論戦が交
わされました。
　また新年度予算や条例の制定・改正、補正予算などを審議し、原案
のとおり可決しました。

感染症対策基金条例

質 疑 答 弁

内　容

主な質疑

条例では、この基金に属す
る現金を有価証券に代える
ことができるとされている。
実際本町ではそのような運
用はあるのか。

新型コロナウイルス等の感染症対策事業の財源に充てるため、基金造成を図る
もの。

以前、国債で運用したこ
とはあったが現状ではな
い。今後は塩漬けになっ
ている部分についての調
査・検討を進めたい。

条 例 制 定

学校給食共同調理場設置条例

質 疑 答 弁

内　容

主な質疑

普通財産でなく、行政財産
でなければならない具体的
な理由は何か。他の自治体
も行政財産としているのか。

平成24年度に普通財産に変更した町の学校給食共同調理場を、改めて行政財
産にするもの。

学校給食法上で定める学
校給食共同調理場とする
ために必要だ。他の自治
体でも行政財産となって
いる。

条 例 制 定

平成24年の完全民営化以
前も設置条例はあった。今
また元に戻すということだ
が、当時、設置条例をそのま
まにして民営化をしても良
かったのではないか。

平成24年の事故の際に
労基署から、請負には施
設・設備等の自己調達の
規定があり、それに抵触し
ていると指摘された。そ
のため普通財産にした経
緯がある。 子ども教育

課長
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議員
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でなければならない具体的
な理由は何か。他の自治体
も行政財産としているのか。

学校給食法上で定める学
校給食共同調理場とする
ために必要だ。他の自治
体でも行政財産となって
いる。

条 例 制 定

平成24年の完全民営化以
前も設置条例はあった。今
また元に戻すということだ
が、当時、設置条例をそのま
まにして民営化をしても良
かったのではないか。

平成24年の事故の際に
労基署から、請負には施
設・設備等の自己調達の
規定があり、それに抵触し
ていると指摘された。そ
のため普通財産にした経
緯がある。 子ども教育

課長

中村
議員

宮沢（光）
議員

子ども教育
課長

総合政策
課長

中村
議員
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度
予
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定
例
会
概
要
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方
針
・Sm

ile

表
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結
果
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追
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ー
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
４
９
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
９３
億
５
５
７

３
万
円
と
定
め
る
補
正
予
算

を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
、
ざ
ぶ
〜
ん

館
へ
の
支
援
金
、
修
学
旅
行

キ
ャ
ン
セ
ル
料
、
亀
代
小
学

校
校
舎
窓
枠
サ
ッ
シ
取
り
換

え
な
ど
で
し
た
。

中
村
恵
美
子
議
員

聖
籠
中

学
校
は
関
西
方
面
へ
の
修
学

旅
行
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
が
、

ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

１
泊
２

日
で
十
日
町
・
上
越
市
方
面

に
修
学
旅
行
に
行
っ
た
。

宮
沢
光
子
議
員

亀
代
小
学

校
の
窓
枠
サ
ッ
シ
の
工
事
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
い
な
い
春
休

み
を
充
て
る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

学
校
側

と
、
授
業
に
最
大
限
影
響
の

な
い
と
こ
ろ
で
、
調
整
を
し

て
い
る
。

青
木
順
議
員

ざ
ぶ
〜
ん
館

は
、
町
が
支
援
し
な
か
っ
た

ら
閉
館
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を

立
て
、
町
民
の
納
得
の
い
く

お
金
の
使
い
方
を
す
る
べ
き
。

町
長

考
え
方
は
同
じ
方
向

だ
。
以
前
と
は
、
経
営
改
善

方
針
の
作
成
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
研
修
を
受
け
る
等
姿

勢
が
変
わ
っ
た
。

田
中
智
之
議
員

３
４
０
０

万
円
は
㈱
聖
籠
の
杜
か
ら
要

請
が
あ
っ
た
の
か
。
危
機
的

状
況
で
な
い
会
社
に
、
町
が

税
金
を
投
入
す
る
の
か
。

町
長

剰
余
金
が
ほ
ぼ
な
く

な
り
、
借
り
入
れ
を
し
た
。

経
営
状
況
は
決
し
て
楽
な
状

況
で
は
な
い
。

長
谷
川
六
男
議
員

山
倉
小

学
校
特
別
支
援
教
室
の
改
修

工
事
に
よ
り
、
何
学
級
に
な

る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

特
別
支

援
学
級
は
現
在
２
ク
ラ
ス
。

今
後
３
ク
ラ
ス
に
な
る
。

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
３
２
８
１
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

主
な
補
正
は
、
歳
出
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
係

る
消
耗
品
費
の
追
加
と
、
除

雪
作
業
委
託
料
の
追
加
で
す
。

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
原
案

の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま

し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
７
５
２
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
93
億

１
０
８
３
万
円
と
定
め
る
補

正
予
算
で
す
。

主
な
補
正
は
、
除
雪
委
託

料
の
追
加
と
、
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
更
新
工
事
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
の

人
事
案
件
に
全
員
賛
成
で
同

意
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
の
教
育
行

政
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

宮
沢
光
子
議
員

中
学
校
の

体
育
館
つ
り
天
井
の
撤
去
は
、

生
徒
の
い
な
い
夏
休
み
な
ど

に
や
る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

長
期
休

み
を
挟
ん
で
、
授
業
に
影
響

の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
中

学
校
は
、
中
体
連
の
大
会
も

控
え
て
い
る
。
そ
れ
も
踏
ま

え
て
学
校
側
と
、
調
整
し
て

い
る
。

コロナ禍
事業継続支援金

3484万円

ざぶ～ん館

中学校屋内運動場
吊天井撤去工事

4947万円

聖籠中学校 体育館

歳出

◎
町
立
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
へ
の
常
勤
看
護
師
配
置
並
び

に
継
続
的
に
医
療
的
ケ
ア
が
行
え
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

を
求
め
る
陳
情
書

﹇
提
出
者
﹈

小
島
正
敏
・
小
島
千
夏

医
療
的
ケ
ア
が
行
え
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
、
普
通

学
級
で
の
学
習
を
望
む
親
の
心
情
は
大
い
に
理
解
で
き
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
児
全
体
へ
の
先
駆
的
教
育
実

現
に
向
け
、
高
度
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
実
現
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、現
在
の
教
育
体
制
、

町
の
財
政
的
事
情
も
あ
り
、
近
い
将
来
の
実
現
は
困
難
と
考

え
ま
す
。
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
本
会
議

で
の
審
議
の
結
果
、賛
成
多
数
で※

趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※

趣
旨
採
択

願
意
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
で
き
る
が
、
実
現
性
の
面
で
確
信
が
持
て

な
い
と
い
っ
た
場
合
に
採
ら
れ
る
決
定
の
方
法
を
い
い
ま
す
。

歳出

正
予
算
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
４
９
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額

３
万
円
と
定
め
る
補
正
予
算

を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

館
へ
の
支
援
金
、
修
学
旅
行

キ
ャ
ン
セ
ル
料
、
亀
代
小
学

校
校
舎
窓
枠
サ
ッ
シ
取
り
換

え
な
ど
で
し
た
。

一般会計
補正予算

ざぶ～ん館に
コロナ禍 財政支援金

第
１
回

臨
時
会

１
月
６
日

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１０
号
）

第
２
回

臨
時
会

２
月
５
日

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１１
号
、１２
号
）

ざ
ぶ
〜
ん
館
に

支
援
必
要
か

QA

QA

QAQA

QA

QA

経
営
状
況
は

楽
で
は
な
い

町
民
が

納
得
い
く
計
画
を

同
感
で
あ
る

修
学
旅
行
は

ど
こ
へ
行
っ
た
か

十
日
町
・
上
越
市

方
面

亀
小
改
修
工
事
は

い
つ
頃
か

学
校
側
と
調
整
中

つ
り
天
井

撤
去
は
い
つ
か

中
学
校
と
調
整
中

山
小
特
別
教
室

何
学
級
に
な
る
の
か

３
ク
ラ
ス
に
な
る

近藤　朗さん
こんどう　 あきら

（新潟市中央区）

教
育
長
近
藤
朗
さ
ん
（
再
任
）

み
な
さ
ん
の
声
陳
情
１
件
を
審
査

賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択

主な質疑主な質疑主な質疑抜粋主な質疑抜粋主な質疑主な質疑主な質疑主な質疑抜粋主な質疑主な質疑主な質疑抜粋
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般
会
計
補

正
予
算
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
４
９
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
９３
億
５
５
７

３
万
円
と
定
め
る
補
正
予
算

を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
、
ざ
ぶ
〜
ん

館
へ
の
支
援
金
、
修
学
旅
行

キ
ャ
ン
セ
ル
料
、
亀
代
小
学

校
校
舎
窓
枠
サ
ッ
シ
取
り
換

え
な
ど
で
し
た
。

中
村
恵
美
子
議
員

聖
籠
中

学
校
は
関
西
方
面
へ
の
修
学

旅
行
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
が
、

ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

１
泊
２

日
で
十
日
町
・
上
越
市
方
面

に
修
学
旅
行
に
行
っ
た
。

宮
沢
光
子
議
員

亀
代
小
学

校
の
窓
枠
サ
ッ
シ
の
工
事
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
い
な
い
春
休

み
を
充
て
る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

学
校
側

と
、
授
業
に
最
大
限
影
響
の

な
い
と
こ
ろ
で
、
調
整
を
し

て
い
る
。

青
木
順
議
員

ざ
ぶ
〜
ん
館

は
、
町
が
支
援
し
な
か
っ
た

ら
閉
館
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を

立
て
、
町
民
の
納
得
の
い
く

お
金
の
使
い
方
を
す
る
べ
き
。

町
長

考
え
方
は
同
じ
方
向

だ
。
以
前
と
は
、
経
営
改
善

方
針
の
作
成
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
研
修
を
受
け
る
等
姿

勢
が
変
わ
っ
た
。

田
中
智
之
議
員

３
４
０
０

万
円
は
㈱
聖
籠
の
杜
か
ら
要

請
が
あ
っ
た
の
か
。
危
機
的

状
況
で
な
い
会
社
に
、
町
が

税
金
を
投
入
す
る
の
か
。

町
長

剰
余
金
が
ほ
ぼ
な
く

な
り
、
借
り
入
れ
を
し
た
。

経
営
状
況
は
決
し
て
楽
な
状

況
で
は
な
い
。

長
谷
川
六
男
議
員

山
倉
小

学
校
特
別
支
援
教
室
の
改
修

工
事
に
よ
り
、
何
学
級
に
な

る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

特
別
支

援
学
級
は
現
在
２
ク
ラ
ス
。

今
後
３
ク
ラ
ス
に
な
る
。

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
３
２
８
１
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

主
な
補
正
は
、
歳
出
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
係

る
消
耗
品
費
の
追
加
と
、
除

雪
作
業
委
託
料
の
追
加
で
す
。

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
原
案

の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま

し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
７
５
２
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
93
億

１
０
８
３
万
円
と
定
め
る
補

正
予
算
で
す
。

主
な
補
正
は
、
除
雪
委
託

料
の
追
加
と
、
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
更
新
工
事
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
の

人
事
案
件
に
全
員
賛
成
で
同

意
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
の
教
育
行

政
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

宮
沢
光
子
議
員

中
学
校
の

体
育
館
つ
り
天
井
の
撤
去
は
、

生
徒
の
い
な
い
夏
休
み
な
ど

に
や
る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長

長
期
休

み
を
挟
ん
で
、
授
業
に
影
響

の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
中

学
校
は
、
中
体
連
の
大
会
も

控
え
て
い
る
。
そ
れ
も
踏
ま

え
て
学
校
側
と
、
調
整
し
て

い
る
。

コロナ禍
事業継続支援金

3484万円

ざぶ～ん館

中学校屋内運動場
吊天井撤去工事

4947万円

聖籠中学校 体育館

歳出

◎
町
立
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
へ
の
常
勤
看
護
師
配
置
並
び

に
継
続
的
に
医
療
的
ケ
ア
が
行
え
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

を
求
め
る
陳
情
書

﹇
提
出
者
﹈

小
島
正
敏
・
小
島
千
夏

医
療
的
ケ
ア
が
行
え
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
、
普
通

学
級
で
の
学
習
を
望
む
親
の
心
情
は
大
い
に
理
解
で
き
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
児
全
体
へ
の
先
駆
的
教
育
実

現
に
向
け
、
高
度
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
実
現
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、現
在
の
教
育
体
制
、

町
の
財
政
的
事
情
も
あ
り
、
近
い
将
来
の
実
現
は
困
難
と
考

え
ま
す
。
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
本
会
議

で
の
審
議
の
結
果
、賛
成
多
数
で※

趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※

趣
旨
採
択

願
意
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
で
き
る
が
、
実
現
性
の
面
で
確
信
が
持
て

な
い
と
い
っ
た
場
合
に
採
ら
れ
る
決
定
の
方
法
を
い
い
ま
す
。

歳出

一般会計
補正予算

ざぶ～ん館に
コロナ禍 財政支援金

第
１
回

臨
時
会

１
月
６
日

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１０
号
）

第
２
回

臨
時
会

２
月
５
日

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１１
号
、１２
号
）

ざ
ぶ
〜
ん
館
に

支
援
必
要
か

QA

QA

QAQA

QA

QA

経
営
状
況
は

楽
で
は
な
い

町
民
が

納
得
い
く
計
画
を

同
感
で
あ
る

修
学
旅
行
は

ど
こ
へ
行
っ
た
か

十
日
町
・
上
越
市

方
面

亀
小
改
修
工
事
は

い
つ
頃
か

学
校
側
と
調
整
中

つ
り
天
井

撤
去
は
い
つ
か

中
学
校
と
調
整
中

山
小
特
別
教
室

何
学
級
に
な
る
の
か

３
ク
ラ
ス
に
な
る

近藤　朗さん
こんどう　 あきら

（新潟市中央区）

教
育
長
近
藤
朗
さ
ん
（
再
任
）

教
育
長
近
藤
朗
さ
ん
（
再
任
）

み
な
さ
ん
の
声

み
な
さ
ん
の
声
陳
情
１
件
を
審
査

賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択

主な質疑抜粋
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議 員 表 決 結 果 報 告
令和３年第１回聖籠町議会臨時会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令和３年第２回聖籠町議会臨時会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 10号）

令和２年度聖籠町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

専決処分の承認を求めるについて［令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 11号）］

聖籠町職員の失職特例検討委員会条例の制定について

聖籠町感染症対策基金条例の制定について

聖籠町企業立地促進基金条例の制定について

聖籠町学校給食共同調理場設置条例の制定について

公益的法人等への聖籠町職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例について

聖籠町税条例の一部を改正する条例について

聖籠町児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

聖籠町介護保険条例の一部を改正する条例について

聖籠町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例について

聖籠町営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

聖籠町教育長の任命につき同意を求めるについて

令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 13号）

令和２年度聖籠町国民健康保険特別会計補正予算（第６号）

令和２年度聖籠町介護保険特別会計補正予算（第６号）

令和２年度聖籠町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和２年度　聖籠町下水道事業会計補正予算（第４号）

令和２年度　聖籠町水道事業会計補正予算（第４号）

令和３年度聖籠町一般会計予算

令和３年度聖籠町国民健康保険特別会計予算

令和３年度聖籠町介護保険特別会計予算

令和３年度聖籠町後期高齢者医療特別会計予算

令和３年度新潟県営開拓パイロット事業聖籠町特別会計予算

令和３年度聖籠町下水道事業会計予算

令和３年度聖籠町水道事業会計予算

令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 14号）

令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 12号）

新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定について

聖籠町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一
部を改正する条例について
聖籠町指定介護予防支援等事業に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例
について
聖籠町指定地域密着型サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
聖籠町指定地域密着型介護予防サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに事業の人員、設備及び運
営並びに介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

物品購入契約の変更契約の締結について
[ＧＩＧＡスクール構想端末関連整備事業（その１）] 
物品購入契約の変更契約の締結について
[ＧＩＧＡスクール構想端末関連整備事業（その２）]

聖籠町議会会議規則の一部を改正する規則について

町立こども園・小中学校への常勤看護師配置並びに継続的に医療的ケアが行えるサ
ポート体制の構築を求める陳情書

提
出
者

町
長

町
長

町
長

陳
情
議
員

五
十
嵐
利
栄

長
谷
川
六
男

須
貝

龍
夫

中
村
恵
美
子

宮
沢

光
子

髙
松

守
雄

田
中

智
之

青
木

順

小
川

勝
也

宮
沢
さ
や
か

手
嶋

満

伊
藤

千
穂

髙
崎
美
由
貴

－○○○○○○○○○○○○
－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○
－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○
－○○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

●
ざ
ぶ
〜
ん
館
の
存
続
を
念
頭
に
資
本
強
化

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
１
億
円
突
破

●
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
で
に
ぎ
わ
い
創
出

議　案　等

１

可決
可決

承認
可決

可決
可決

－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 同意
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○

××

○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
○

××

○○

×××

○○○

×

○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○

×

○○○○○○ 趣旨採択
－○○○○○○○○○○○○ 可決

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

令和３年第１回聖籠町議会定例会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

ざ
ぶ
〜
ん
館
に
資
本
強
化

毎
月
１
万
人
以
上
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
目
標
入

館
者
数
の
達
成
は
難
し
い
状

態
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
減
収
相
当
分
を
㈱

聖
籠
の
杜
に
補
正
予
算
で
助

成
し
ま
す
。
ま
た
同
社
へ
の

指
定
管
理
料
を
引
き
上
げ
、

資
本
強
化
を
図
り
運
営
を
継

続
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
１
億
円
超

令
和
２
年
度
は
寄
付
額
１

億
円
を
達
成
し
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
も
１
億
１
千
万
円

の
寄
付
額
を
見
込
み
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
、
農
家
、
企

業
と
交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。

循
環
バ
ス
に
低
床
車
導
入

利
用
者
か
ら
の
要
望
で
、

利
用
者
が
乗
り
降
り
し
や
す

い
よ
う
に
低
床
バ
ス
１
台
を

増
や
し
、
日
中
３
台
の
低
床

バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
。

ポ
イ
活
事
業
で
健
康
に

「
健
康
づ
く
り
で
ポ
イ
活

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
町

主
催
の
健
康
診
断
・
が
ん
検

診
事
業
や
ス
ポ
ネ
ッ
ト
せ
い

ろ
う
が
実
施
す
る
各
種
健
康

づ
く
り
教
室
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
事
業
等
に
参
加
す

る
町
民
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
た

町
民
に
抽
選
で
賞
品
を
支
給

す
る
事
業
で
す
。

暮
ら
し
応
援
事
業

コ
ロ
ナ
禍
対
応
を
含
め
、

地
元
経
済
支
援
と
人
口
増
加

策
と
し
て
の
移
住
・
子
育
て

支
援
な
ど
、
総
合
的
な
施
策

と
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

町
内
お
よ
び
町
外
者
が
町
内

に
居
住
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

住
宅
の
取
得
や
既
存
住
宅
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
な
ど

に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
で
Ｐ
Ｒ

聖
籠
町
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

を
全
国
規
模
の
も
の
と
し
、

聖
籠
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

サ
ー
フ
ァ
ー
や
観
客
の
来
町

に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目

指
し
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

新
年
度
か
ら
は
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
を
本
格
活
用
し
、
基
礎
学

力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
こ

の
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
は
、
児
童
・

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
度
に

応
じ
た
自
主
学
習
を
可
能
と

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
保
護
者
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
そ
の
費
用
の
３

分
の
２
を
補
助
し
ま
す
。

施政方針

西脇町長
にし  わき

聖中生徒会
  役員の声

質
問
項
目

生徒会長
そ が こう た

曽　我　倖　大さん

１、生徒同士の仲が良い
２、行事に本気で取り組む

「生徒一人一人が主役となり積
極的になれる学校」
さまざまな影響で減ってしまっ
た一人一人の活躍や輝きを増や
し、大切にしていきたい。

Q１  聖籠中学校のここが好き！
Q２  どんな聖籠中学校にしたい
　　  ですか？

１

２

生徒会副会長
たか まつ ほ の か

髙　松　萌乃華さん

生徒会副会長
なか むら り く

中　村　梨　玖さん

先輩と後輩の壁がないくらい仲
が良いこと

新しいことに挑戦し、笑顔の絶
えない学校にしたいです。新型
コロナの影響で、生活がガラリ
と変わったので、新しいことに
挑戦して、いつまでも笑顔でい
てほしいです。

１

２

リーダーの呼び掛けに積極的に
応えてくれるところです。

異学年の仲が良く、一人一人が
行動できる学校にしたいです。
そのために、異学年との交流の
場を設けたり、一人一人の行動
でクラスを良くする活動を行い
たいです。

１

２

先輩後輩、男女、関係なく関わ
り合えているところが大好きで
す！
部活動や勉強、さまざまな行事
での活躍を認め合えて活気のあ
ふれる学校にしていきたいです。
そして、その活気で今まで以上
にいきいきした学校にしたいと
思います！

１

２

生徒会書記
たか さき め いん

髙　﨑　芽　音さん

Vol.7
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議 員 表 決 結 果 報 告議 員 表 決 結 果 報 告
令和３年第１回聖籠町議会臨時会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令和３年第２回聖籠町議会臨時会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 10号）

令和２年度聖籠町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

専決処分の承認を求めるについて［令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 11号）］

聖籠町職員の失職特例検討委員会条例の制定について

聖籠町感染症対策基金条例の制定について

聖籠町企業立地促進基金条例の制定について

聖籠町学校給食共同調理場設置条例の制定について

公益的法人等への聖籠町職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例について

聖籠町税条例の一部を改正する条例について

聖籠町児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

聖籠町介護保険条例の一部を改正する条例について

聖籠町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例について

聖籠町営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

聖籠町教育長の任命につき同意を求めるについて

令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 13号）

令和２年度聖籠町国民健康保険特別会計補正予算（第６号）

令和２年度聖籠町介護保険特別会計補正予算（第６号）

令和２年度聖籠町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和２年度　聖籠町下水道事業会計補正予算（第４号）

令和２年度　聖籠町水道事業会計補正予算（第４号）

令和３年度聖籠町一般会計予算

令和３年度聖籠町国民健康保険特別会計予算

令和３年度聖籠町介護保険特別会計予算

令和３年度聖籠町後期高齢者医療特別会計予算

令和３年度新潟県営開拓パイロット事業聖籠町特別会計予算

令和３年度聖籠町下水道事業会計予算

令和３年度聖籠町水道事業会計予算

令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 14号）

令和２年度聖籠町一般会計補正予算（第 12号）

新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定について

聖籠町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一
部を改正する条例について
聖籠町指定介護予防支援等事業に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例
について
聖籠町指定地域密着型サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
聖籠町指定地域密着型介護予防サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに事業の人員、設備及び運
営並びに介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

物品購入契約の変更契約の締結について
[ＧＩＧＡスクール構想端末関連整備事業（その１）] 
物品購入契約の変更契約の締結について
[ＧＩＧＡスクール構想端末関連整備事業（その２）]

聖籠町議会会議規則の一部を改正する規則について

町立こども園・小中学校への常勤看護師配置並びに継続的に医療的ケアが行えるサ
ポート体制の構築を求める陳情書

提
出
者

町
長

町
長

町
長

陳
情
議
員

五
十
嵐
利
栄

長
谷
川
六
男

須
貝

龍
夫

中
村
恵
美
子

宮
沢

光
子

髙
松

守
雄

田
中

智
之

青
木

順

小
川

勝
也

宮
沢
さ
や
か

手
嶋

満

伊
藤

千
穂

髙
崎
美
由
貴

－○○○○○○○○○○○○
－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○
－○○○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○○○
－○○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

●
ざ
ぶ
〜
ん
館
の
存
続
を
念
頭
に
資
本
強
化

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
１
億
円
突
破

●
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
で
に
ぎ
わ
い
創
出

議　案　等

１

可決
可決

承認
可決

可決
可決

－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 同意
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○

××

○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
○

××

○○

×××

○○○

×

○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○○○○○○○○ 可決
－○○○○○

×

○○○○○○ 趣旨採択
－○○○○○○○○○○○○ 可決

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

令和３年第１回聖籠町議会定例会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

ざ
ぶ
〜
ん
館
に
資
本
強
化

毎
月
１
万
人
以
上
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
目
標
入

館
者
数
の
達
成
は
難
し
い
状

態
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
減
収
相
当
分
を
㈱

聖
籠
の
杜
に
補
正
予
算
で
助

成
し
ま
す
。
ま
た
同
社
へ
の

指
定
管
理
料
を
引
き
上
げ
、

資
本
強
化
を
図
り
運
営
を
継

続
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
１
億
円
超

令
和
２
年
度
は
寄
付
額
１

億
円
を
達
成
し
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
も
１
億
１
千
万
円

の
寄
付
額
を
見
込
み
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
、
農
家
、
企

業
と
交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。

循
環
バ
ス
に
低
床
車
導
入

利
用
者
か
ら
の
要
望
で
、

利
用
者
が
乗
り
降
り
し
や
す

い
よ
う
に
低
床
バ
ス
１
台
を

増
や
し
、
日
中
３
台
の
低
床

バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
。

ポ
イ
活
事
業
で
健
康
に

「
健
康
づ
く
り
で
ポ
イ
活

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
町

主
催
の
健
康
診
断
・
が
ん
検

診
事
業
や
ス
ポ
ネ
ッ
ト
せ
い

ろ
う
が
実
施
す
る
各
種
健
康

づ
く
り
教
室
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
事
業
等
に
参
加
す

る
町
民
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
た

町
民
に
抽
選
で
賞
品
を
支
給

す
る
事
業
で
す
。

暮
ら
し
応
援
事
業

コ
ロ
ナ
禍
対
応
を
含
め
、

地
元
経
済
支
援
と
人
口
増
加

策
と
し
て
の
移
住
・
子
育
て

支
援
な
ど
、
総
合
的
な
施
策

と
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

町
内
お
よ
び
町
外
者
が
町
内

に
居
住
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

住
宅
の
取
得
や
既
存
住
宅
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
な
ど

に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
で
Ｐ
Ｒ

聖
籠
町
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

を
全
国
規
模
の
も
の
と
し
、

聖
籠
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

サ
ー
フ
ァ
ー
や
観
客
の
来
町

に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目

指
し
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

新
年
度
か
ら
は
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
を
本
格
活
用
し
、
基
礎
学

力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
こ

の
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
は
、
児
童
・

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
度
に

応
じ
た
自
主
学
習
を
可
能
と

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
保
護
者
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
そ
の
費
用
の
３

分
の
２
を
補
助
し
ま
す
。

施政方針

西脇町長
にし  わき

聖中生徒会
  役員の声

質
問
項
目

生徒会長
そ が こう た

曽　我　倖　大さん

１、生徒同士の仲が良い
２、行事に本気で取り組む

「生徒一人一人が主役となり積
極的になれる学校」
さまざまな影響で減ってしまっ
た一人一人の活躍や輝きを増や
し、大切にしていきたい。

Q１  聖籠中学校のここが好き！
Q２  どんな聖籠中学校にしたい
　　  ですか？

１

２

生徒会副会長
たか まつ ほ の か

髙　松　萌乃華さん

生徒会副会長
なか むら り く

中　村　梨　玖さん

先輩と後輩の壁がないくらい仲
が良いこと

新しいことに挑戦し、笑顔の絶
えない学校にしたいです。新型
コロナの影響で、生活がガラリ
と変わったので、新しいことに
挑戦して、いつまでも笑顔でい
てほしいです。

１

２

リーダーの呼び掛けに積極的に
応えてくれるところです。

異学年の仲が良く、一人一人が
行動できる学校にしたいです。
そのために、異学年との交流の
場を設けたり、一人一人の行動
でクラスを良くする活動を行い
たいです。

１

２

先輩後輩、男女、関係なく関わ
り合えているところが大好きで
す！
部活動や勉強、さまざまな行事
での活躍を認め合えて活気のあ
ふれる学校にしていきたいです。
そして、その活気で今まで以上
にいきいきした学校にしたいと
思います！

１

２

生徒会書記
たか さき め いん

髙　﨑　芽　音さん
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⒈

超
波
が
良
い
網
代
浜

⒉

果
樹
園

⒈

ウ
ェ
ー
ブ
プ
ー
ル

⒉

室
内
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

聖
籠
海
岸
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を

生
か
し
た
サ
ー
フ
ィ
ン
で
、
町
の

活
性
化
を
！

渡
邊
和
也
さ
ん

わ
た
な
べ

か
ず
や

（
山
諏
訪
山
）

⒈

交
通
の
便
利
さ

⒉

果
物
が
美
味
し
い

⒈

竹
尾
IC
近
く
の
寺
山
公
園

⒉

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

よ
り
一
層
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
‼

傳
井
利
実
さ
ん

つ
た
い

と
し
み

（
山
諏
訪
山
）

⒈

果
物
や
野
菜
が
豊
富
で
お
い

し
い
と
こ
ろ

⒉

行
政
と
町
民
と
の
距
離
が
近

く
、
親
し
み
や
す
い

⒈

道
の
駅

⒉

文
化
的
な
活
動
を
支
援
す
る

体
制
づ
く
り

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
町
の
良
い
と
こ

ろ
や
、
自
分
が
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
広
く
発
信
し
て
ほ
し
い
。

大
道
恵
子
さ
ん

お
お
み
ち

け
い
こ

（
ひ
ば
り
が
丘
）

⒈

果
物
が
お
い
し
い

⒉

野
菜
が
お
い
し
い

⒈

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
学
び
場

⒉

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
ど
も
や

人
の
就
労
の
場

誰
も
が
最
後
ま
で
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

長
谷
川
智
之
さ
ん

は
せ
が
わ

と
も
ゆ
き

（
蓮
潟
）

⒈

春
夏
秋
冬
、
そ
の
時
々
の
自
然

⒉

道
路
の
整
備
と
各
市
町
村
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

⒈

な
い
。
あ
る
も
の
を
も
っ
と

見
直
す
べ
き

全
て
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
良

い
と
こ
ろ
を
も
っ
と
良
く
す
る
よ

う
な
話
し
合
い
を
、
期
待
し
た
い

で
す
。

森
猛
義
さ
ん

も
り
た
け
よ
し

（
蓮
野
）

⒈

自
然
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ

⒉

人
が
優
し
い
と
こ
ろ

⒈

カ
ラ
オ
ケ

⒉

プ
リ
ク
ラ

い
つ
も
み
ん
な
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

貝
沼
凜
乃
さ
ん

か
い
ぬ
ま

り
の

（
別
條
）

Q1

Q1

Q2

Q3

Q2Q3Q1Q2Q3Q1Q2Q3

Q1Q2Q3 Q1Q2Q3 Q1Q2Q3Q1Q2Q3

Q1Q2Q3Q1Q2Q3

Q1Q2Q3

Q1Q2Q3

Q1Q2Q3

⒈

ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
良
い

⒉

居
心
地
が
良
い

⒈

出
前
が
で
き
る
飲
食
店

⒉

カ
フ
ェ

大
変
な
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

深
井
宗
悦
さ
ん

ふ
か
い

む
ね
よ
し

り
ゅ
う
い
ち

（
次
第
浜
）

田
中
隆
一
さ
ん

た
な
か（

二
本
松
）

⒈

自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ

⒉

位
置
的
に
移
動
に
便
利

⒈

町
か
ら
佐
々
木
駅
へ
つ
な
が

る
直
線
の
ア
ク
セ
ス
道
路

⒉

他
自
治
体
と
の
災
害
協
定
を

よ
り
多
く

多
様
性
の
時
代
で
す
。
町
議
会
に

お
け
る
女
性
議
員
の
比
率
を
４
割

以
上
に
！

⒈

町
の
図
書
館

⒉

地
域
の
人
た
ち
が
よ
く
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
る

⒈

町
営
キ
ャ
ン
プ
場

⒉

自
販
機
を
増
や
し
て

中
央
公
園
を
き
れ
い
に
し
て
ほ
し

い
。

髙
橋
悠
良
さ
ん

た
か
は
し

ゆ
ら

（
山
諏
訪
山
）

⒈

近
所
の
人
が
優
し
い
と
こ
ろ

⒉

果
物
が
お
い
し
い
と
こ
ろ

⒈

コ
ス
ト
コ

⒉

カ
ラ
オ
ケ

将
来
は
聖
籠
町
に
貢
献
で
き
る
よ

う
な
人
間
に
な
り
ま
す
。
期
待
し

て
く
だ
さ
い
！

鹿
嶋
拓
海
さ
ん

か
し
ま

た
く
み

（
蓮
野
）

⒈

自
然
豊
か
な
と
こ
ろ

⒉

ア
ル
ビ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

⒈

大
き
な
遊
園
地

⒉

町
の
中
心
地
に
駅

い
つ
も
町
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

髙
橋
佑
介
さ
ん

た
か
は
し
ゆ
う
す
け

（
外
畑
）

⒈

年
中
、
果
物
に
恵
ま
れ
て
る

と
こ
ろ

⒉

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
こ
と

⒈

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

⒉

駅
、
通
学
し
や
す
い
環
境

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
い
つ
も
迅
速
な

対
応
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

髙
橋
知
見
さ
ん

た
か
は
し

と
も
み

（
網
代
浜
）

ににに聞にににに聞きまし聞きまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきまきましししきましたししししししししししししした！た！！！！！！！！！！
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年
度
予
算

定
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概
要

施
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方
針
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ile
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イ
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一
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質
問

追
跡
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

⒈

超
波
が
良
い
網
代
浜

⒉

果
樹
園

⒈

ウ
ェ
ー
ブ
プ
ー
ル

⒉

室
内
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク

聖
籠
海
岸
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を

生
か
し
た
サ
ー
フ
ィ
ン
で
、
町
の

活
性
化
を
！

渡
邊
和
也
さ
ん

わ
た
な
べ

か
ず
や

（
山
諏
訪
山
）

⒈

交
通
の
便
利
さ

⒉

果
物
が
美
味
し
い

⒈

竹
尾
IC
近
く
の
寺
山
公
園

⒉

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

よ
り
一
層
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
‼

傳
井
利
実
さ
ん

つ
た
い

と
し
み

（
山
諏
訪
山
）

⒈

果
物
や
野
菜
が
豊
富
で
お
い

し
い
と
こ
ろ

⒉

行
政
と
町
民
と
の
距
離
が
近

く
、
親
し
み
や
す
い

⒈

道
の
駅

⒉

文
化
的
な
活
動
を
支
援
す
る

体
制
づ
く
り

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
町
の
良
い
と
こ

ろ
や
、
自
分
が
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
広
く
発
信
し
て
ほ
し
い
。

大
道
恵
子
さ
ん

お
お
み
ち

け
い
こ

（
ひ
ば
り
が
丘
）

⒈

果
物
が
お
い
し
い

⒉

野
菜
が
お
い
し
い

⒈

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
学
び
場

⒉

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
ど
も
や

人
の
就
労
の
場

誰
も
が
最
後
ま
で
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

長
谷
川
智
之
さ
ん

は
せ
が
わ

と
も
ゆ
き

（
蓮
潟
）

⒈

春
夏
秋
冬
、
そ
の
時
々
の
自
然

⒉

道
路
の
整
備
と
各
市
町
村
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

⒈

な
い
。
あ
る
も
の
を
も
っ
と

見
直
す
べ
き

全
て
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
良

い
と
こ
ろ
を
も
っ
と
良
く
す
る
よ

う
な
話
し
合
い
を
、
期
待
し
た
い

で
す
。

森
猛
義
さ
ん

も
り
た
け
よ
し

（
蓮
野
）

⒈

自
然
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ

⒉

人
が
優
し
い
と
こ
ろ

⒈

カ
ラ
オ
ケ

⒉

プ
リ
ク
ラ

い
つ
も
み
ん
な
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

貝
沼
凜
乃
さ
ん

か
い
ぬ
ま

り
の

（
別
條
）

Q1

Q1

Q2

Q3

Q2Q3Q1Q2Q3Q1Q2Q3

Q1Q2Q3 Q1Q2Q3 Q1Q2Q3Q1Q2Q3

Q1Q2Q3Q1Q2Q3

Q1Q2Q3

Q1Q2Q3

Q1Q2Q3

⒈

ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
良
い

⒉

居
心
地
が
良
い

⒈

出
前
が
で
き
る
飲
食
店

⒉

カ
フ
ェ

大
変
な
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

深
井
宗
悦
さ
ん

ふ
か
い

む
ね
よ
し

り
ゅ
う
い
ち

（
次
第
浜
）

田
中
隆
一
さ
ん

た
な
か（

二
本
松
）

⒈

自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ

⒉

位
置
的
に
移
動
に
便
利

⒈

町
か
ら
佐
々
木
駅
へ
つ
な
が

る
直
線
の
ア
ク
セ
ス
道
路

⒉

他
自
治
体
と
の
災
害
協
定
を

よ
り
多
く

多
様
性
の
時
代
で
す
。
町
議
会
に

お
け
る
女
性
議
員
の
比
率
を
４
割

以
上
に
！

⒈

町
の
図
書
館

⒉

地
域
の
人
た
ち
が
よ
く
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
る

⒈

町
営
キ
ャ
ン
プ
場

⒉

自
販
機
を
増
や
し
て

中
央
公
園
を
き
れ
い
に
し
て
ほ
し

い
。

髙
橋
悠
良
さ
ん

た
か
は
し

ゆ
ら

（
山
諏
訪
山
）

⒈

近
所
の
人
が
優
し
い
と
こ
ろ

⒉

果
物
が
お
い
し
い
と
こ
ろ

⒈

コ
ス
ト
コ

⒉

カ
ラ
オ
ケ

将
来
は
聖
籠
町
に
貢
献
で
き
る
よ

う
な
人
間
に
な
り
ま
す
。
期
待
し

て
く
だ
さ
い
！

鹿
嶋
拓
海
さ
ん

か
し
ま

た
く
み

（
蓮
野
）

⒈

自
然
豊
か
な
と
こ
ろ

⒉

ア
ル
ビ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

⒈

大
き
な
遊
園
地

⒉

町
の
中
心
地
に
駅

い
つ
も
町
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

髙
橋
佑
介
さ
ん

た
か
は
し
ゆ
う
す
け

（
外
畑
）

⒈

年
中
、
果
物
に
恵
ま
れ
て
る

と
こ
ろ

⒉

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
こ
と

⒈

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

⒉

駅
、
通
学
し
や
す
い
環
境

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
い
つ
も
迅
速
な

対
応
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

髙
橋
知
見
さ
ん

た
か
は
し

と
も
み

（
網
代
浜
）

にに聞聞きましきましたた！！
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聖籠町民

121212121212121212121212121212121212／12121212121212121212121212121212／／／／／／／／／／／／／／121212／121212121212／12121212／12／14000／／／／／／／／／／／／／14000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000140001400014000人14000140001400014000140001400014000人人人人人人人人人人人人人人人

！！突 撃突 撃

  インタ
ビュー

  インタ
ビュー

13 令和３年４月／134号 12令和３年４月／134号

新
年
度
予
算

定
例
会
概
要

施
政
方
針
・Sm

ile

表
決
結
果

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

一
般
質
問

追
跡
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

新
年
度
予
算

定
例
会
概
要

施
政
方
針
・Sm

ile

表
決
結
果

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

一
般
質
問

追
跡
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト



ワ
ク
チ
ン

公
共
施
設

長谷川六男議員の
視点

町のワクチン接種
体制は大丈夫か
町長 万全な体制で準備を進める

報道にある
東京電力の対応は
町長 原子力を担う会社として

非常に遺憾

長谷川六男議員の

    視点
小川勝也議員の

  視点

問

問問

問

問 問

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

町
長

町
長 　

　町
の
接
種
場
所
は
町
診

療
所
、
新
潟
聖
籠
病
院
、
佐

久
間
医
院
の
３
カ
所
と
聞
い

て
い
る
。
予
約
制
と
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
日
の
最

大
接
種
人
数
と
３
密
対
策
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　最
大
接
種
人
数
と
な

る
国
か
ら
の
配
分
量
、
配
分

時
期
が
い
ま
だ
不
明
確
な
状

態
。
供
給
さ
れ
て
く
る
ワ
ク

チ
ン
の
量
を
ど
の
よ
う
に
配

分
し
て
接
種
し
て
い
く
か
協

議
し
て
い
く
。
３
密
対
策
は

各
医
療
機
関
で
、
対
応
策
を

予
測
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　副
反
応
の
重
い
症
状
が

出
た
人
へ
の
対
応
は
整
っ
て

い
る
か
。

　
　
必
要
な
物
品
や
薬
剤

に
つ
い
て
、
十
分
な
量
が
常

時
確
保
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
　接
種
は
強
制
で
は
な
く

努
力
義
務
と
し
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
対
象
者
に
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
に
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
　な
ぜ
豪
雪
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
て
、
事
前
に
対
策

を
取
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
大
雪
警
戒
本
部
を
設

置
し
た
こ
と
で
、
町
と
し
て

の
体
制
は
十
分
整
っ
て
い
た
。

　
　循
環
バ
ス
が
３
日
間
運

行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、

大
変
遺
憾
に
思
う
。
排
雪
作

業
を
行
え
ば
止
め
な
く
て
も

済
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

　
　
聖
籠
町
内
の
県
道
で

狭
い
区
間
が
あ
り
、
定
刻
通

り
運
行
で
き
な
か
っ
た
。
緊

急
事
態
に
備
え
、
幹
線
道
路

の
確
保
に
努
め
た
た
め
、
排

雪
作
業
が
そ
の
後
に
な
っ
た
。

　
　中
学
生
の
冬
季
通
学
バ

ス
が
運
行
す
る
期
間
は
、
自

転
車
で
通
学
利
用
し
て
い
る

歩
道
、
自
転
車
道
の
除
雪
は

不
要
と
考
え
る
。
ふ
る
さ
と

整
備
課
と
連
携
し
、
冬
季
間

そ
の
箇
所
の
歩
道
除
雪
は
や

め
た
ら
ど
う
か
。

　
　
除
雪
対
策
会
議
で
協

議
を
経
て
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　除
雪
が
必
要
な
路

線
を
見
極
め
、
ふ
る
さ
と
整

備
課
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
　視
線
誘
導
標
の
破
損
が

目
に
付
く
。
２
段
式
は
上
に

引
き
上
げ
、
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル

を
増
や
す
こ
と
で
破
損
を
防

げ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
破
損
は
除
雪
回
数
が

多
い
年
ほ
ど
必
然
的
に
多
く

な
る
。

　
　雪
に
よ
る
農
業
用
ハ
ウ

ス
の
被
害
件
数
と
被
害
額
を

把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
全
壊
が
13
棟
で
推
定

被
害
額
１
３
２
７
万
２
千
円
。

中
破
損
は
６
棟
で
推
計
被
害

額
３
８
３
万
２
千
円
。
合
計

19
棟
で
推
計
被
害
額
は
１
７

１
０
万
４
千
円
で
あ
る
。
住

宅
や
作
業
場
、
納
屋
な
ど
の

建
物
被
害
の
報
告
は
受
け
て

い
な
い
。

吹き溜まりで道路の中央を登校する子どもたち吹き溜まりで道路の中央を登校する子どもたち

な
ぜ
立
ち
上
げ
な
い

豪
雪
対
策
本
部

行
財
政
改
革
の
現
状
は

問

問問

問問問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　本
年
１
月
13
日
に
、
５

万
ｋ
Ｗ
級
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
建
設
に
関
す
る
環
境
審

議
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の

工
事
着
工
、
操
業
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
工
事
着
工
時
期
や
操

業
時
期
に
つ
い
て
は
、
明
確

に
答
え
ら
れ
な
い
。

　
　昨
年
11
月
新
潟
日
報
等

に
発
表
さ
れ
た
、
世
界
最
大

級
の
30
万
ｋ
Ｗ
級
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
の
操
業
に
向
け

た
今
後
の
動
き
は
。

　
　
現
在
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
必
要
な
調
査
を
し

て
い
る
。
企
業
が
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
建
設
を
正
式
に
公

表
し
た
後
に
詳
細
な
報
告
が

可
能
。

　
　今
年
、
近
隣
で
相
次
い

で
洋
上
風
力
発
電
所
の
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
会
が
あ
っ

た
。
町
と
し
て
関
わ
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
町
と
し
て
、
影
響
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
超
低

周
波
音
と
、
海
洋
生
態
系
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
調
査
と

評
価
を
行
う
こ
と
と
す
る
意

見
を
提
出
し
た
。

　
　柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
の
７
号
機
再
稼
働
に
向
け

た
説
明
会
や
、※

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

内
の
避
難
等
に
つ
い
て
の
議

論
が
さ
れ
て
い
る
。
町
長
の

再
稼
働
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
。

　
　
聖
籠
町
長
と
い
う
立

場
で
は
、
コ
メ
ン
ト
を
控
え

る
。
た
だ
今
回
報
道
さ
れ
て

い
る
一
連
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
を
担
う
会
社
と

し
て
非
常
に
遺
憾
で
あ
る
。

　
　図
書
館
に
お
い
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
授
業
を
支
援
す
る

図
書
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　学
校
か
ら
図
書
館

へ
の
図
書
購
入
要
望
は
出
て

い
な
い
が
、
町
民
へ
の
提
供

意
味
も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
　幼
児
教
育
現
場
に
お
い

て
、
新
た
な
子
育
て
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
て
の
大
き

な
改
革
が
進
ん
で
い
る
。
今

後
の
課
題
は
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
内
で

蓮
野
こ
ど
も
園
、
亀
代
こ
ど

も
園
の
敷
地
に
お
い
て
、
建

設
工
事
が
行
わ
れ
、
一
時
的

に
園
庭
や
駐
車
場
等
の
利
用

制
限
が
か
か
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

　
　行
財
政
改
革
有
識
者
会

議
か
ら
の
意
見
書
で
、
方
向

性
の
示
さ
れ
た
地
場
物
産
館
、

海
の
に
ぎ
わ
い
館
の
今
後
は
。

　
　
　ざ
ぶ
〜
ん
館
の
一
定

の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
を

優
先
し
、
そ
の
後
順
次
検
討

す
る
。

　
　売
却
予
定
の
旧
臨
海
西

公
園
の
今
後
の
売
却
ま
で
の

工
程
は
。

　
　
　９
月
議
会
、
12
月
議

会
を
め
ど
に
、
契
約
を
議
案

と
し
て
上
程
で
き
る
よ
う
に

工
程
を
考
え
て
い
る
。

　
　現
在
統
廃
合
を
検
討
し

て
い
る
公
共
施
設
は
あ
る
か
。

　
　
　現
在
、
具
体
的
に
統

廃
合
を
検
討
し
て
い
る
施
設

は
な
い
。

利用をすすめよう。海のにぎわい館利用をすすめよう。海のにぎわい館

教
育
施
策
の
今
後
は

教
育
長

教
育
長

一
口
メ
モ

※

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内

緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区

域
と
い
い
、
原
子
力
発
電
所

か
ら
半
径
５
〜
30
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
内
の
こ
と
。
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ワ
ク
チ
ン

公
共
施
設

長谷川六男議員の
視点

町のワクチン接種
体制は大丈夫か
町長 万全な体制で準備を進める

報道にある
東京電力の対応は
町長 原子力を担う会社として

非常に遺憾

長谷川六男議員の

    視点
小川勝也議員の

  視点

問

問問

問

問 問

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

町
長

町
長 　

　町
の
接
種
場
所
は
町
診

療
所
、
新
潟
聖
籠
病
院
、
佐

久
間
医
院
の
３
カ
所
と
聞
い

て
い
る
。
予
約
制
と
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
日
の
最

大
接
種
人
数
と
３
密
対
策
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　最
大
接
種
人
数
と
な

る
国
か
ら
の
配
分
量
、
配
分

時
期
が
い
ま
だ
不
明
確
な
状

態
。
供
給
さ
れ
て
く
る
ワ
ク

チ
ン
の
量
を
ど
の
よ
う
に
配

分
し
て
接
種
し
て
い
く
か
協

議
し
て
い
く
。
３
密
対
策
は

各
医
療
機
関
で
、
対
応
策
を

予
測
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　副
反
応
の
重
い
症
状
が

出
た
人
へ
の
対
応
は
整
っ
て

い
る
か
。

　
　
必
要
な
物
品
や
薬
剤

に
つ
い
て
、
十
分
な
量
が
常

時
確
保
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
　接
種
は
強
制
で
は
な
く

努
力
義
務
と
し
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
対
象
者
に
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
に
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
　な
ぜ
豪
雪
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
て
、
事
前
に
対
策

を
取
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
大
雪
警
戒
本
部
を
設

置
し
た
こ
と
で
、
町
と
し
て

の
体
制
は
十
分
整
っ
て
い
た
。

　
　循
環
バ
ス
が
３
日
間
運

行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、

大
変
遺
憾
に
思
う
。
排
雪
作

業
を
行
え
ば
止
め
な
く
て
も

済
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

　
　
聖
籠
町
内
の
県
道
で

狭
い
区
間
が
あ
り
、
定
刻
通

り
運
行
で
き
な
か
っ
た
。
緊

急
事
態
に
備
え
、
幹
線
道
路

の
確
保
に
努
め
た
た
め
、
排

雪
作
業
が
そ
の
後
に
な
っ
た
。

　
　中
学
生
の
冬
季
通
学
バ

ス
が
運
行
す
る
期
間
は
、
自

転
車
で
通
学
利
用
し
て
い
る

歩
道
、
自
転
車
道
の
除
雪
は

不
要
と
考
え
る
。
ふ
る
さ
と

整
備
課
と
連
携
し
、
冬
季
間

そ
の
箇
所
の
歩
道
除
雪
は
や

め
た
ら
ど
う
か
。

　
　
除
雪
対
策
会
議
で
協

議
を
経
て
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　除
雪
が
必
要
な
路

線
を
見
極
め
、
ふ
る
さ
と
整

備
課
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
　視
線
誘
導
標
の
破
損
が

目
に
付
く
。
２
段
式
は
上
に

引
き
上
げ
、
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル

を
増
や
す
こ
と
で
破
損
を
防

げ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
破
損
は
除
雪
回
数
が

多
い
年
ほ
ど
必
然
的
に
多
く

な
る
。

　
　雪
に
よ
る
農
業
用
ハ
ウ

ス
の
被
害
件
数
と
被
害
額
を

把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
全
壊
が
13
棟
で
推
定

被
害
額
１
３
２
７
万
２
千
円
。

中
破
損
は
６
棟
で
推
計
被
害

額
３
８
３
万
２
千
円
。
合
計

19
棟
で
推
計
被
害
額
は
１
７

１
０
万
４
千
円
で
あ
る
。
住

宅
や
作
業
場
、
納
屋
な
ど
の

建
物
被
害
の
報
告
は
受
け
て

い
な
い
。

吹き溜まりで道路の中央を登校する子どもたち吹き溜まりで道路の中央を登校する子どもたち

な
ぜ
立
ち
上
げ
な
い

豪
雪
対
策
本
部

行
財
政
改
革
の
現
状
は

問

問問

問問問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　本
年
１
月
13
日
に
、
５

万
ｋ
Ｗ
級
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
建
設
に
関
す
る
環
境
審

議
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の

工
事
着
工
、
操
業
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
工
事
着
工
時
期
や
操

業
時
期
に
つ
い
て
は
、
明
確

に
答
え
ら
れ
な
い
。

　
　昨
年
11
月
新
潟
日
報
等

に
発
表
さ
れ
た
、
世
界
最
大

級
の
30
万
ｋ
Ｗ
級
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
の
操
業
に
向
け

た
今
後
の
動
き
は
。

　
　
現
在
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
必
要
な
調
査
を
し

て
い
る
。
企
業
が
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
建
設
を
正
式
に
公

表
し
た
後
に
詳
細
な
報
告
が

可
能
。

　
　今
年
、
近
隣
で
相
次
い

で
洋
上
風
力
発
電
所
の
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
会
が
あ
っ

た
。
町
と
し
て
関
わ
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
町
と
し
て
、
影
響
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
超
低

周
波
音
と
、
海
洋
生
態
系
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
調
査
と

評
価
を
行
う
こ
と
と
す
る
意

見
を
提
出
し
た
。

　
　柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
の
７
号
機
再
稼
働
に
向
け

た
説
明
会
や
、※

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

内
の
避
難
等
に
つ
い
て
の
議

論
が
さ
れ
て
い
る
。
町
長
の

再
稼
働
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
。

　
　
聖
籠
町
長
と
い
う
立

場
で
は
、
コ
メ
ン
ト
を
控
え

る
。
た
だ
今
回
報
道
さ
れ
て

い
る
一
連
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
を
担
う
会
社
と

し
て
非
常
に
遺
憾
で
あ
る
。

　
　図
書
館
に
お
い
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
授
業
を
支
援
す
る

図
書
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　学
校
か
ら
図
書
館

へ
の
図
書
購
入
要
望
は
出
て

い
な
い
が
、
町
民
へ
の
提
供

意
味
も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
　幼
児
教
育
現
場
に
お
い

て
、
新
た
な
子
育
て
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
て
の
大
き

な
改
革
が
進
ん
で
い
る
。
今

後
の
課
題
は
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
内
で

蓮
野
こ
ど
も
園
、
亀
代
こ
ど

も
園
の
敷
地
に
お
い
て
、
建

設
工
事
が
行
わ
れ
、
一
時
的

に
園
庭
や
駐
車
場
等
の
利
用

制
限
が
か
か
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

　
　行
財
政
改
革
有
識
者
会

議
か
ら
の
意
見
書
で
、
方
向

性
の
示
さ
れ
た
地
場
物
産
館
、

海
の
に
ぎ
わ
い
館
の
今
後
は
。

　
　
　ざ
ぶ
〜
ん
館
の
一
定

の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
を

優
先
し
、
そ
の
後
順
次
検
討

す
る
。

　
　売
却
予
定
の
旧
臨
海
西

公
園
の
今
後
の
売
却
ま
で
の

工
程
は
。

　
　
　９
月
議
会
、
12
月
議

会
を
め
ど
に
、
契
約
を
議
案

と
し
て
上
程
で
き
る
よ
う
に

工
程
を
考
え
て
い
る
。

　
　現
在
統
廃
合
を
検
討
し

て
い
る
公
共
施
設
は
あ
る
か
。

　
　
　現
在
、
具
体
的
に
統
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を
検
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て
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る
施
設

は
な
い
。
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男
女
共
同

長谷川六男議員の
視点

家庭内が男女不平等
ではないか
町長 人権を尊重し合うことが基本

健康づくりへの
新事業の詳細は
町長 健診や運動することで

ポイント

髙崎美由貴議員の

   視点
宮沢光子議員の

  視点健
康
づ
く
り

も
み
殻
を
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に

問問

問

問問 問

問問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　本
町
は
県
内
町
村
で
唯

一
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策

定
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
計
画
は
ど
の
程

度
達
成
で
き
て
い
る
と
考
え

る
か
。

　
　
　今
の
段
階
で
は
男
女

共
同
参
画
の
意
識
が
根
付
い

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
。

計
画
策
定
委
員
会
で
は
、
よ

り
現
実
的
に
課
題
を
把
握
す

る
観
点
か
ら
、
家
庭
内
の
役

割
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

　
　令
和
元
年
は
役
場
男
性

職
員
の
育
児
休
暇
取
得
は
ゼ

ロ
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
。

　
　
　町
は
推
奨
し
て
い
る
。

し
か
し
社
会
全
体
の
流
れ
で
、

ま
だ
ま
だ
男
性
が
育
休
を
取

る
と
い
う
雰
囲
気
が
進
ん
で

い
な
い
と
感
じ
る
。

　
　基
盤
で
あ
る
家
庭
内
で

う
ま
く
男
女
共
同
参
画
が
で

き
て
い
れ
ば
、
女
性
は
仕
事

に
打
ち
込
め
る
。
男
性
も
よ

り
多
く
育
休
を
取
り
、
家
庭

の
中
で
の
仕
事
分
担
を
し
て

ほ
し
い
と
思
う
が
。

　
　
　お
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
合
う
こ
と
が
基
本
。
そ

こ
が
し
っ
か
り
で
き
れ
ば
、

お
の
ず
と
男
女
共
同
参
画
と

い
う
意
識
も
根
付
く
。

　
　ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

で
、
選
ば
れ
る
米
の
種
類
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　全
国
的
に
ブ
ラ
ン
ド

米
や
有
機
米
、
特
別
栽
培
米

な
ど
の
需
要
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
町
内
で
も
有
機
米
が

年
々
数
量
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
　今
後
さ
ら
に
米
を
選
ん

で
も
ら
う
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　従
来
は
実
施
し
て
い

な
か
っ
た
新
米
の
予
約
制
を
、

こ
の
４
月
か
ら
導
入
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
　聖
籠
町
の
米
を
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
て
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
統
一
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　提
供
し
て
い
る
米
農

家
の
皆
さ
ん
が
、
ブ
ラ
ン
ド

を
考
案
し
て
売
り
出
す
と
い

う
方
法
は
あ
る
。
し
か
し
、

聖
籠
町
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
全

国
的
に
は
知
名
度
が
低
い
。

　
　

　
　今
後
の
も
み
殻
処
理
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　生
産
者
が
自
発
的
に

も
み
殻
処
理
対
策
を
講
じ
て

い
く
な
ら
、
町
と
し
て
も
可

能
な
範
囲
で
協
力
す
る
。

　
　新
し
く
建
設
さ
れ
る
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
、
も
み
殻

の
活
用
を
提
言
で
き
な
い
か
。

　
　
　今
回
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
は
、
高
火
力
の
も
の

を
計
画
し
て
い
る
。
も
み
殻

は
木
質
ペ
レ
ッ
ト
と
比
べ
燃

焼
時
の
カ
ロ
リ
ー
が
低
く
、

燃
料
と
し
て
不
向
き
で
あ
り
、

活
用
で
き
な
い
と
企
業
側
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　
　国
は
地
域
の
燃
料
を
使

っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
い

う
も
の
を
推
奨
し
て
い
る
が
。

　
　
　現
実
的
に
は
広
域
的

な
考
え
方
で
動
か
な
い
と
事

業
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

選
ば
れ
る
米
と
は

情
報
共
有
し
て
い

る
か
町
民
の
声

問問

問問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　令
和
３
年
度
の
新
た
な

事
業
と
し
て
、
「
健
康
づ
く

り
ポ
イ
活
事
業
」
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
事
業
の
詳
細
で

決
定
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。

　
　
　こ
の
事
業
は
、
生
涯

健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
向
け
て
、
楽
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
企
画
し
た
。

具
体
的
に
は
、
町
実
施
の

各
種
住
民
健
診
等
の
保
健
事

業
へ
の
参
加
や
ス
ポ
ネ
ッ
ト

せ
い
ろ
う
が
実
施
す
る
各
健

康
づ
く
り
教
室
へ
の
参
加
等

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
る
。

一
口
２
ポ
イ
ン
ト
で
応
募

は
何
口
で
も
可
能
と
し
、
抽

選
で
金
券
５
千
円
分
を
３０
人

に
進
呈
す
る
。

金
券
は
、
ざ
ぶ
〜
ん
館
や

地
場
物
産
館
、
ス
ポ
ネ
ッ
ト

せ
い
ろ
う
の
年
会
費
に
利
用

が
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

　
　他
の
自
治
体
で
は
長
年
、

健
康
を
「
健
幸
」
と
置
き
換

え
て
前
向
き
な
事
業
展
開
を

し
て
い
る
。
当
町
の
事
業
の

継
続
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　４
月
の
早

い
段
階
で
事
業
の
周
知
を
し

た
い
。
事
業
を
毎
年
見
直
し
、

次
年
度
以
降
は
拡
大
拡
充
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　「
健
康
せ
い
ろ
う
２１
改

定
版
」
で
は
、
心
の
不
調
や

悩
み
を
抱
え
た
人
の
変
化
に

気
付
き
、
話
を
聞
い
て
必
要

な
支
援
等
に
つ
な
げ
る
「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
」
の
養
成
を
強

化
し
た
い
と
あ
る
。
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
具
体
的
に
保
健
師
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
な
い
。

　
　他
の
自
治
体
で
行
っ
て

い
る
「
物
忘
れ
検
診
」
に
類

似
し
た
も
の
を
当
町
で
行
っ

て
い
る
か
。

　
　
　令
和
２
年
度
か
ら
75

歳
以
上
の
人
へ
の
問
診
内
容

に
認
知
機
能
の
質
問
を
含
め

た
も
の
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　町
政
に
対
す
る
町
民
の

意
見
や
要
望
等
は
、
多
種
多

様
な
形
で
町
に
届
い
て
い
る

と
思
う
。
こ
の
集
ま
っ
た
町

民
の
声
を
職
員
の
中
で
、
通

常
ど
の
よ
う
に
情
報
共
有
し

て
い
る
か
。

　
　
　町
政
に
対
す
る
意
見

等
は
、
町
の
三
役
お
よ
び
所

管
課
で
回
覧
し
、
全
職
員
に

関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
会

議
を
通
し
て
職
員
へ
情
報
共

有
し
て
い
る
。

　
　役
場
の
パ
ソ
コ
ン
に
、

全
職
員
が
共
有
す
る
「
町
民

の
声
」
の
ツ
ー
ル
を
設
定
す

れ
ば
、
瞬
時
に
情
報
共
有
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　職
員
間
の
掲
示
板
は

あ
る
が
、
情
報
の
共
有
策
を

検
討
す
る
。

　
　町
民
へ
の
情
報
提
供
や

町
民
の
声
を
聞
く
一
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
庁
内
で
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
検
討

し
て
い
る
。

ポイント貯めて楽しく健康を考えよう。
（秋の健康ウォーク）
ポイント貯めて楽しく健康を考えよう。
（秋の健康ウォーク）

問町
長

と
と
し
て
い
る
。

デ
ィ
ン
グ
し
て
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
統
一
し
て
は
ど
う
か
。

家
の
皆
さ
ん
が
、
ブ
ラ
ン
ド

を
考
案
し
て
売
り
出
す
と
い

う
方
法
は
あ
る
。
し
か
し
、

聖
籠
町
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
全

国
的
に
は
知
名
度
が
低
い
。
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男
女
共
同

長谷川六男議員の
視点

家庭内が男女不平等
ではないか
町長 人権を尊重し合うことが基本

健康づくりへの
新事業の詳細は
町長 健診や運動することで

ポイント

髙崎美由貴議員の

   視点
宮沢光子議員の

  視点健
康
づ
く
り

も
み
殻
を
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に

問問

問

問問 問

問問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　本
町
は
県
内
町
村
で
唯

一
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策

定
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
計
画
は
ど
の
程

度
達
成
で
き
て
い
る
と
考
え

る
か
。

　
　
　今
の
段
階
で
は
男
女

共
同
参
画
の
意
識
が
根
付
い

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
。

計
画
策
定
委
員
会
で
は
、
よ

り
現
実
的
に
課
題
を
把
握
す

る
観
点
か
ら
、
家
庭
内
の
役

割
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

　
　令
和
元
年
は
役
場
男
性

職
員
の
育
児
休
暇
取
得
は
ゼ

ロ
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
。

　
　
　町
は
推
奨
し
て
い
る
。

し
か
し
社
会
全
体
の
流
れ
で
、

ま
だ
ま
だ
男
性
が
育
休
を
取

る
と
い
う
雰
囲
気
が
進
ん
で

い
な
い
と
感
じ
る
。

　
　基
盤
で
あ
る
家
庭
内
で

う
ま
く
男
女
共
同
参
画
が
で

き
て
い
れ
ば
、
女
性
は
仕
事

に
打
ち
込
め
る
。
男
性
も
よ

り
多
く
育
休
を
取
り
、
家
庭

の
中
で
の
仕
事
分
担
を
し
て

ほ
し
い
と
思
う
が
。

　
　
　お
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
合
う
こ
と
が
基
本
。
そ

こ
が
し
っ
か
り
で
き
れ
ば
、

お
の
ず
と
男
女
共
同
参
画
と

い
う
意
識
も
根
付
く
。

　
　ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

で
、
選
ば
れ
る
米
の
種
類
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　全
国
的
に
ブ
ラ
ン
ド

米
や
有
機
米
、
特
別
栽
培
米

な
ど
の
需
要
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
町
内
で
も
有
機
米
が

年
々
数
量
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
　今
後
さ
ら
に
米
を
選
ん

で
も
ら
う
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　従
来
は
実
施
し
て
い

な
か
っ
た
新
米
の
予
約
制
を
、

こ
の
４
月
か
ら
導
入
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
　聖
籠
町
の
米
を
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
て
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
統
一
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　提
供
し
て
い
る
米
農

家
の
皆
さ
ん
が
、
ブ
ラ
ン
ド

を
考
案
し
て
売
り
出
す
と
い

う
方
法
は
あ
る
。
し
か
し
、

聖
籠
町
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
全

国
的
に
は
知
名
度
が
低
い
。

　
　

　
　今
後
の
も
み
殻
処
理
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　生
産
者
が
自
発
的
に

も
み
殻
処
理
対
策
を
講
じ
て

い
く
な
ら
、
町
と
し
て
も
可

能
な
範
囲
で
協
力
す
る
。

　
　新
し
く
建
設
さ
れ
る
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
、
も
み
殻

の
活
用
を
提
言
で
き
な
い
か
。

　
　
　今
回
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
は
、
高
火
力
の
も
の

を
計
画
し
て
い
る
。
も
み
殻

は
木
質
ペ
レ
ッ
ト
と
比
べ
燃

焼
時
の
カ
ロ
リ
ー
が
低
く
、

燃
料
と
し
て
不
向
き
で
あ
り
、

活
用
で
き
な
い
と
企
業
側
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　
　国
は
地
域
の
燃
料
を
使

っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
い

う
も
の
を
推
奨
し
て
い
る
が
。

　
　
　現
実
的
に
は
広
域
的

な
考
え
方
で
動
か
な
い
と
事

業
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

選
ば
れ
る
米
と
は

情
報
共
有
し
て
い

る
か
町
民
の
声

問問

問問

問問

問

町
長

町
長

町
長

保
健
福
祉
課
長

町
長

町
長

町
長

　
　令
和
３
年
度
の
新
た
な

事
業
と
し
て
、
「
健
康
づ
く

り
ポ
イ
活
事
業
」
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
事
業
の
詳
細
で

決
定
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。

　
　
　こ
の
事
業
は
、
生
涯

健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
向
け
て
、
楽
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
企
画
し
た
。

具
体
的
に
は
、
町
実
施
の

各
種
住
民
健
診
等
の
保
健
事

業
へ
の
参
加
や
ス
ポ
ネ
ッ
ト

せ
い
ろ
う
が
実
施
す
る
各
健

康
づ
く
り
教
室
へ
の
参
加
等

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
る
。

一
口
２
ポ
イ
ン
ト
で
応
募

は
何
口
で
も
可
能
と
し
、
抽

選
で
金
券
５
千
円
分
を
３０
人

に
進
呈
す
る
。

金
券
は
、
ざ
ぶ
〜
ん
館
や

地
場
物
産
館
、
ス
ポ
ネ
ッ
ト

せ
い
ろ
う
の
年
会
費
に
利
用

が
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

　
　他
の
自
治
体
で
は
長
年
、

健
康
を
「
健
幸
」
と
置
き
換

え
て
前
向
き
な
事
業
展
開
を

し
て
い
る
。
当
町
の
事
業
の

継
続
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　４
月
の
早

い
段
階
で
事
業
の
周
知
を
し

た
い
。
事
業
を
毎
年
見
直
し
、

次
年
度
以
降
は
拡
大
拡
充
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　「
健
康
せ
い
ろ
う
２１
改

定
版
」
で
は
、
心
の
不
調
や

悩
み
を
抱
え
た
人
の
変
化
に

気
付
き
、
話
を
聞
い
て
必
要

な
支
援
等
に
つ
な
げ
る
「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
」
の
養
成
を
強

化
し
た
い
と
あ
る
。
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
具
体
的
に
保
健
師
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
な
い
。

　
　他
の
自
治
体
で
行
っ
て

い
る
「
物
忘
れ
検
診
」
に
類

似
し
た
も
の
を
当
町
で
行
っ

て
い
る
か
。

　
　
　令
和
２
年
度
か
ら
75

歳
以
上
の
人
へ
の
問
診
内
容

に
認
知
機
能
の
質
問
を
含
め

た
も
の
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　町
政
に
対
す
る
町
民
の

意
見
や
要
望
等
は
、
多
種
多

様
な
形
で
町
に
届
い
て
い
る

と
思
う
。
こ
の
集
ま
っ
た
町

民
の
声
を
職
員
の
中
で
、
通

常
ど
の
よ
う
に
情
報
共
有
し

て
い
る
か
。

　
　
　町
政
に
対
す
る
意
見

等
は
、
町
の
三
役
お
よ
び
所

管
課
で
回
覧
し
、
全
職
員
に

関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
会

議
を
通
し
て
職
員
へ
情
報
共

有
し
て
い
る
。

　
　役
場
の
パ
ソ
コ
ン
に
、

全
職
員
が
共
有
す
る
「
町
民

の
声
」
の
ツ
ー
ル
を
設
定
す

れ
ば
、
瞬
時
に
情
報
共
有
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　職
員
間
の
掲
示
板
は

あ
る
が
、
情
報
の
共
有
策
を

検
討
す
る
。

　
　町
民
へ
の
情
報
提
供
や

町
民
の
声
を
聞
く
一
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
庁
内
で
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
検
討

し
て
い
る
。

町
長

ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
す
る
考
え
は
。

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
検
討

し
て
い
る
。

ポイント貯めて楽しく健康を考えよう。
（秋の健康ウォーク）
ポイント貯めて楽しく健康を考えよう。
（秋の健康ウォーク）
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

長谷川六男議員の
視点

LGBT・SOGIへの
理解を
町長 人権への意識を高めて

いきたい

暮らし応援事業の
周知を
町長 チラシやホームページ等で

宮沢さやか議員の

    視点
中村恵美子議員の

    視点応
援
事
業

問

問

問

問問問

問問

町
長

町
長 昨

今
、
生
ま
れ
な
が
ら
の

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
性
別

の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
、
世

界
中
で
同
性
間
の
結
婚
や
、

結
婚
と
同
様
の
権
利
を
認
め

る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

本
町
で
も※

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ

い
て
、
町
全
体
で
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　職
員
研
修
や
町
民
か
ら

の
相
談
体
制
、
広
報
活
動
等
、

町
の
体
制
整
備
の
現
状
は
。

　
　
　職
員
一
人
一
人
が
確

か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
、

職
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
研

修
を
実
施
。
窓
口
は
町
民
課

だ
が
、
関
係
課
全
体
で
相
談

を
受
け
る
体
制
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
講
演
会
を
通
じ
、

人
権
の
尊
重
・
多
様
性
に
つ

い
て
の
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

　
　Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・※

Ｓ
Ｏ
Ｇ

Ｉ
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

学
校
教
育
で
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　教
職
員
の
人
権
意

識
を
高
め
、
人
権
教
育
の
全

体
計
画
に
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
内
容
を
位
置
付
け
、

計
画
的
に
指
導
で
き
る
よ
う

助
言
す
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
に

つ
い
て
意
識
を
高
め
る
指
導

を
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
指
導
、
助
言
す
る
。

　
　制
服
の
多
様
性
に
つ
い

て
生
徒
た
ち
が
考
え
て
い
く

こ
と
も
、
学
校
教
育
で
取
り

組
め
る
こ
と
の
一
つ
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　何
か
を
決
め
つ
け

ら
れ
た
中
で
生
き
る
こ
と
に

つ
い
て
、
お
か
し
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
識
を
持
つ

こ
と
自
体
が
大
切
だ
。
そ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
あ
っ
て

当
然
の
こ
と
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　本
町
の
児
童
・
生
徒
の

読
解
力
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
か
ら
、
全
国
と
同

等
の
状
況
に
あ
る
と
推
測
。

　
　読
解
力
を
高
め
る
た
め

に
町
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　
　
　教
育
委
員
会
が
取

り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
教
育

活
動
全
体
を
通
し
て
大
切
に

し
て
も
ら
い
た
い
方
向
性
を

示
す
こ
と
。
教
職
員
の
指
導

力
を
高
め
る
支
援
を
行
い
、

授
業
改
善
・
授
業
改
革
を
促

し
、
基
礎
学
力
を
身
に
付
け

さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
読
書
環

境
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

　
　読
解
力
向
上
に
は
読
書
、

本
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
が

一
番
大
事
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　校
園
長
会
を
通
し
、

語
彙
力
を
高
め
る
こ
と
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　
　幼
児
期
に
お
け
る
読
み

聞
か
せ
は
本
に
触
れ
る
大
切

な
機
会
だ
。
家
庭
と
の
連
携

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　園
で
も
家
庭
で
の

親
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
推

奨
し
て
い
る
。

　
　基
礎
的
読
解
力
判
定
の

た
め
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ

ル
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、
教
育

長
の
見
解
と
実
施
の
考
え
は
。

　
　
　
　言
語
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
優
先
と
考
え
る
。

読
解
力  

本
に
触
れ

る
機
会
の
提
供
を

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
全

額
国
費
で

就
学
援
助
制
度
拡

充
の
周
知
を
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　聖
籠
町
暮
ら
し
応
援
事

業
が
行
わ
れ
る
。
周
知
徹
底

を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
人
た
ち
に
助
成
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　暮
ら
し
応
援
事
業
の

周
知
に
つ
い
て
は
、
３
月
末

頃
に
区
長
を
通
じ
て
全
戸
に

チ
ラ
シ
を
配
布
予
定
で
あ
る
。

併
せ
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
周
知
も
考
え
て
い
る
。

　
　暮
ら
し
応
援
事
業
の
住

宅
取
得
事
業
で
は
、
住
宅
の

新
築
、
建
売
、
中
古
住
宅
の

取
得
に
要
す
る
費
用
に
対
し

て
、
１
８
０
万
円
を
限
度
に

補
助
す
る
が
、
基
に
な
る
金

額
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　基
本
は
事
業
費
の

10
％
と
し
て
い
る
。
住
宅
取

得
で
は
１
０
０
万
円
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
関
し
て
は

50
万
円
、
そ
の
他
建
物
改
修
、

解
体
、
除
去
に
関
し
て
は
３０

万
円
を
限
度
と
し
て
い
る
。

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

高
齢
者
施
設
の
入
所
者
と
全

職
員
、
医
療
機
関
の
全
職
員

の
一
斉
、
定
期
的
な
検
査
を
、

全
額
国
費
で
実
施
す
る
よ
う
、

求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
国
や

県
へ
の
要
望
は
、
12
月
議
会

で
も
答
弁
し
て
い
る
と
お
り

で
あ
る
。
任
意
検
査
の
充
実

も
重
要
な
の
で
、
引
き
続
き

要
望
活
動
は
行
い
た
い
。

　
　冬
休
み
明
け
に
先
生
方

に
対
し
て
実
施
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
抗

原
検
査
に
つ
い
て
も
、
学
校
、

こ
ど
も
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
等

で
定
期
的
に
検
査
を
行
う
べ

き
で
な
い
か
。

　
　
　予
定
し
て
い
た
冬
休

み
中
で
は
一
部
で
の
実
施
と

な
っ
た
。
現
在
先
生
方
の
異

動
を
伴
う
年
度
初
め
で
、
試

験
的
な
実
施
へ
と
予
定
を
変

更
し
て
い
る
。

　
　換
気
の
見
え
る
化
を
図

る
た
め
に
、
Ｃ
Ｏ
２

測
定
器

を
学
校
、
こ
ど
も
園
は
じ
め

公
の
施
設
に
設
置
し
て
対
策

を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　子
ど
も
教
育
課
に

備
え
た
Ｃ
Ｏ
２

測
定
器
を
用

い
て
、
夏
場
と
冬
場
の
空
調

利
用
時
期
に
定
期
的
に
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。

　
　就
学
援
助
制
度
が
新
年

度
か
ら
生
活
保
護
基
準
の
１

・
１
倍
未
満
か
ら
１
・
３
倍

未
満
に
な
る
こ
と
で
、
今
ま

で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
家
庭

が
受
け
る
こ
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が
で
き
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。

就
学
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助
が
拡
充
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
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は
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ど

う
考
え
る
。
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和
３
年
度
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ら

の
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援
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度
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、
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内
を
小

・
中
学
校
の
全
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
へ
配
布
す
る
ほ
か
、

６
月
の
広
報
せ
い
ろ
う
と
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

予
定
し
て
い
る
。
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暮らし応援事業で人口増となるか暮らし応援事業で人口増となるか

職
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
研

助
言
す
る
。
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身近に感じませんか。
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設
置
し
て
対
策

を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　子
ど
も
教
育
課
に

備
え
た
Ｃ
Ｏ
２

測
定
器
を
用

い
て
、
夏
場
と
冬
場
の
空
調

利
用
時
期
に
定
期
的
に
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。

　
　就
学
援
助
制
度
が
新
年

度
か
ら
生
活
保
護
基
準
の
１

・
１
倍
未
満
か
ら
１
・
３
倍

未
満
に
な
る
こ
と
で
、
今
ま

で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
家
庭

が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

就
学
援
助
が
拡
充
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
周
知
は
、
ど

う
考
え
る
。

　
　
　
　令
和
３
年
度
か
ら

の
就
学
援
助
制
度
変
更
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
案
内
を
小

・
中
学
校
の
全
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
へ
配
布
す
る
ほ
か
、

６
月
の
広
報
せ
い
ろ
う
と
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

予
定
し
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

暮らし応援事業で人口増となるか暮らし応援事業で人口増となるか

LGBTの割合が左利きやAB型の割合と同数と聞くと
身近に感じませんか。
LGBTの割合が左利きやAB型の割合と同数と聞くと
身近に感じませんか。

（柏崎市HPより）（柏崎市HPより）

一口メモ
※ＬＧＢＴ
表にある４つのセクシュアリティの頭文字から構成される言葉。

※ＳＯＧＩ（ソジ・ソギ）
性的指向（好きになる性）、性自認（自身の心の性）それぞれ

　の英語の頭文字。「どんな性別を好きになるか」、「自分自身を
　どういう性だと認識しているか」という状態を指すため、全て
　の人に当てはまること。
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施
策
方
針

責
任

長谷川六男議員の
視点

議会議決は
必要ないのか
町長 条例規程に基づき不要

ざぶ～ん館
どう立て直す
町長 黒字経営は相当厳しい

髙松守雄議員の

  視点
青木　順議員の

  視点

問

問

問問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

施
策
方
針
に
お
い
て
、
課

題
、
方
向
付
け
に
つ
い
て
曖

昧
な
と
こ
ろ
が
目
に
付
く
。

例
え
ば
、
今
回
提
案
さ
れ
て

い
る
２
０
２
２
年
度
の
新
子

育
て
シ
ス
テ
ム
に
向
け
た
認

定
こ
ど
も
園
の
新
設
を
中
心

と
し
た
幼
児
教
育
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
で
あ
る
。

　
　予
定
し
て
い
る
社
会
福

祉
法
人
自
体
、
新
潟
県
か
ら

事
業
認
可
は
受
け
て
い
る
の

か
。　

　
　令
和
3
年
度
中
に
諸

手
続
き
を
進
め
、
令
和
4
年

4
月
1
日
付
け
で
県
か
ら
認

可
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　令
和
3
年
度
予
算
で
社

会
福
祉
法
人
へ
の
施
設
整
備

交
付
金
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
行
政
財
産
の
貸
し
付
け

は
貸
付
条
例
に
よ
る
議
会
議

決
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　行
政
財
産
は
法
律
上

原
則
と
し
て
貸
し
付
け
は
で

き
な
い
。
し
か
し
今
回
は
条

例
規
定
に
よ
り
、
公
益
事
業

の
用
に
供
す
る
も
の
と
し
て

普
通
財
産
に
移
管
し
、
無
償

貸
し
付
け
す
る
も
の
で
あ
り
、

議
決
の
対
象
か
ら
は
除
か
れ
る
。

　
　町
立
幼
稚
園
条
例
の
改

正
が
必
要
と
思
う
が
、
議
会

議
決
を
得
て
い
な
い
現
状
の

事
業
推
進
に
問
題
は
な
い
か
。

　
　
　町
立
幼
稚
園
条
例
を

は
じ
め
、
関
連
規
則
な
ど
の

改
正
が
必
要
。
令
和
３
年
度

当
初
予
算
で
建
設
の
た
め
の

補
助
金
を
提
案
し
て
い
る
が
、

議
決
後
、
正
式
に
法
人
へ
の

依
頼
、
国
へ
の
補
助
金
申
請
、

県
へ
の
認
可
申
請
と
な
る
。

そ
の
段
階
で
条
例
改
正
を
提

案
し
た
い
。

　
　町
長
が
公
約
に
掲
げ
た

３
つ
の
投
資
の
一
つ
で
あ
る

「
子
ど
も
へ
」
は
人
任
せ
で

い
い
の
か
。
町
営
で
の
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
し
て
は
。

　
　
　現
状
に
お
け
る
町
の

財
政
状
況
を
考
え
れ
ば
至
難

の
業
だ
と
思
う
。

　
　高
齢
化
社
会
と
見
通
さ

れ
る
中
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

等
の
開
発
は
必
須
。
国
県
町

道
に
隣
接
す
る
一
定
範
囲
に

限
り
、
沿
道
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
開
発
許
可
対
象
と
な
る
よ

う
新
た
な
条
例
の
制
定
等
検

討
し
て
は
。

　
　
　ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等

は
法
に
基
づ
く
沿
道
サ
ー
ビ

ス
施
設
に
該
当
し
な
い
た
め
、

現
時
点
で
対
象
に
加
え
る
法

的
根
拠
は
な
い
。

　
　暮
ら
し
応
援
事
業
と
し

て
新
築
一
世
帯
当
た
り
上
限

１
８
０
万
円
の
補
助
と
あ
る
。

前
町
長
は
「
町
民
の
税
金
が

個
人
の
財
産
形
成
に
寄
与
す

る
」
と
反
対
し
て
い
た
。
県

内
で
唯
一
人
口
微
増
の
町
な

の
に
、
町
長
の
自
宅
近
隣
の

宅
地
造
成
計
画
40
区
画
の
宅

地
開
発
促
進
の
た
め
か
。

　
　
　暮
ら
し
応
援
事
業
は
、

前
か
ら
私
の
構
想
で
あ
っ
た

人
口
・
少
子
高
齢
化
対
策
、

子
育
て
支
援
、
空
き
家
対
策

で
あ
り
総
合
的
な
対
策
だ
。

そ
れ
を
予
算
化
し
た
の
で
あ

り
、
他
の
個
別
的
な
事
案
と

の
因
果
関
係
は
全
く
な
い
。

都
市
計
画
の
振
興

町
長
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
す
る
予
定
か

問問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　ざ
ぶ
〜
ん
館
に
は
現
在
、

１
５
０
０
万
円
の
委
託
料
を

払
っ
て
い
る
が
、
運
営
が
厳

し
い
た
め
、
１
８
０
０
万
円

増
額
す
る
よ
う
だ
。
そ
の
根

拠
は
。
ま
た
増
額
は
１
年
だ

け
か
、
５
年
間
か
。

　
　
　委
託
料
の
増
額
は
剰

余
金
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
過

去
３
年
間
の
当
期
純
利
益
額

の
赤
字
分
の
平
均
値
約
１
８

０
０
万
円
を
追
加
す
る
。
１

年
か
、
５
年
か
は
収
支
状
況

を
見
な
が
ら
改
め
て
協
議
す
る
。

　
　今
後
5
年
の
経
過
を
見

て
ざ
ぶ
〜
ん
館
そ
の
も
の
を

判
断
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

町
長
は
、
長
年
聖
籠
町
行
政

に
携
わ
っ
て
い
る
の
に
、
検

討
に
入
る
の
が
非
常
に
遅
い
。

ざ
ぶ
〜
ん
館
を
残
す
た
め
に

も
、
な
ぜ
も
っ
と
早
い
取
り

組
み
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　保
健
福
祉
課
長
の
と

き
は
所
管
業
務
で
あ
り
、
前

町
長
の
指
示
の
下
、
対
応
し

て
い
た
。
異
動
後
は
直
接
関

わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
副

町
長
に
な
り
、
途
中
か
ら
直

接
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
営
改
善
策
を
講
じ
て
、

県
内
３
セ
ク
温
泉
と
し
て
は
、

多
い
入
館
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
私
と
し
て
は
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
し
た
つ
も

り
で
あ
る
。

　
　町
長
は
、
ざ
ぶ
〜
ん
館

は
健
康
増
進
施
設
、
町
の
保

養
施
設
、
観
光
の
拠
点
で
あ

り
、
利
益
を
追
求
す
る
こ
と

が
全
て
で
は
な
い
と
言
っ
た
。

そ
の
観
点
は
理
解
で
き
る
が
、

そ
も
そ
も
黒
字
経
営
は
無
理

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
違

う
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
。

　
　
　建
設
時
に
お
け
る
経

営
の
考
え
方
は
、
す
で
に
委

託
費
を
想
定
し
て
い
た
と
思

う
。
そ
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、

現
状
に
お
い
て
黒
字
経
営
は

相
当
厳
し
い
話
で
あ
る
。

　
　経
営
改
善
に
向
け
て
何

が
重
要
と
考
え
る
か
。

　
　
　ざ
ぶ
〜
ん
館
を
継
続

し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
強

い
か
弱
い
か
だ
と
思
う
。
そ

れ
を
㈱
聖
籠
の
杜
の
職
員
一

人
一
人
に
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
月
17
日
か
ら
、
医
療
従

事
者
向
け
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
っ
た
。
世
界
的
に
ワ

ク
チ
ン
争
奪
戦
が
始
ま
っ
て

お
り
、
本
町
に
配
分
が
来
た

と
き
は
、
万
全
の
対
応
を
願
う
。

　
　町
長
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
る
予
定
か
。
ま
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
象
者
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
受

け
た
際
の
情
報
公
開
は
で
き

な
い
か
。

　
　
　私
自
身
は
接
種
を
受

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
抵
抗

が
あ
る
方
が
早
期
に
接
種
で

き
る
よ
う
、
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
。

条例改正後に認定こども園となる、現亀代こども園条例改正後に認定こども園となる、現亀代こども園
暮らしやすい町を子どもたちに残すために、
責任を持って町と一緒に改革に取り組む！
暮らしやすい町を子どもたちに残すために、
責任を持って町と一緒に改革に取り組む！
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が
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に
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政
財
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で
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し
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し
今
回
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、
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業
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も
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と
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も
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議
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か
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を
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、
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、

県
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認
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の
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で
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。
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長
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で
あ
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「
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は
人
任
せ
で

い
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か
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に
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行
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は
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　現
状
に
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の

財
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状
況
を
考
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ば
至
難

の
業
だ
と
思
う
。

　
　高
齢
化
社
会
と
見
通
さ

れ
る
中
、
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グ
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ア

等
の
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は
必
須
。
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県
町
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に
隣
接
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に
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、
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開
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対
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例
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当
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た
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、

現
時
点
で
対
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に
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え
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い
。

　
　暮
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業
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築
一
世
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当
た
り
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限

１
８
０
万
円
の
補
助
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あ
る
。

前
町
長
は
「
町
民
の
税
金
が

個
人
の
財
産
形
成
に
寄
与
す

る
」
と
反
対
し
て
い
た
。
県

内
で
唯
一
人
口
微
増
の
町
な

の
に
、
町
長
の
自
宅
近
隣
の

宅
地
造
成
計
画
40
区
画
の
宅

地
開
発
促
進
の
た
め
か
。

　
　
　暮
ら
し
応
援
事
業
は
、

前
か
ら
私
の
構
想
で
あ
っ
た

人
口
・
少
子
高
齢
化
対
策
、

子
育
て
支
援
、
空
き
家
対
策

で
あ
り
総
合
的
な
対
策
だ
。

そ
れ
を
予
算
化
し
た
の
で
あ

り
、
他
の
個
別
的
な
事
案
と

の
因
果
関
係
は
全
く
な
い
。

都
市
計
画
の
振
興

町
長
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
す
る
予
定
か

問問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　ざ
ぶ
〜
ん
館
に
は
現
在
、

１
５
０
０
万
円
の
委
託
料
を

払
っ
て
い
る
が
、
運
営
が
厳

し
い
た
め
、
１
８
０
０
万
円

増
額
す
る
よ
う
だ
。
そ
の
根

拠
は
。
ま
た
増
額
は
１
年
だ

け
か
、
５
年
間
か
。

　
　
　委
託
料
の
増
額
は
剰

余
金
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
過

去
３
年
間
の
当
期
純
利
益
額

の
赤
字
分
の
平
均
値
約
１
８

０
０
万
円
を
追
加
す
る
。
１

年
か
、
５
年
か
は
収
支
状
況

を
見
な
が
ら
改
め
て
協
議
す
る
。

　
　今
後
5
年
の
経
過
を
見

て
ざ
ぶ
〜
ん
館
そ
の
も
の
を

判
断
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

町
長
は
、
長
年
聖
籠
町
行
政

に
携
わ
っ
て
い
る
の
に
、
検

討
に
入
る
の
が
非
常
に
遅
い
。

ざ
ぶ
〜
ん
館
を
残
す
た
め
に

も
、
な
ぜ
も
っ
と
早
い
取
り

組
み
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　保
健
福
祉
課
長
の
と

き
は
所
管
業
務
で
あ
り
、
前

町
長
の
指
示
の
下
、
対
応
し

て
い
た
。
異
動
後
は
直
接
関

わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
副

町
長
に
な
り
、
途
中
か
ら
直

接
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
営
改
善
策
を
講
じ
て
、

県
内
３
セ
ク
温
泉
と
し
て
は
、

多
い
入
館
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
私
と
し
て
は
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
し
た
つ
も

り
で
あ
る
。

　
　町
長
は
、
ざ
ぶ
〜
ん
館

は
健
康
増
進
施
設
、
町
の
保

養
施
設
、
観
光
の
拠
点
で
あ

り
、
利
益
を
追
求
す
る
こ
と

が
全
て
で
は
な
い
と
言
っ
た
。

そ
の
観
点
は
理
解
で
き
る
が
、

そ
も
そ
も
黒
字
経
営
は
無
理

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
違

う
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
。

　
　
　建
設
時
に
お
け
る
経

営
の
考
え
方
は
、
す
で
に
委

託
費
を
想
定
し
て
い
た
と
思

う
。
そ
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、

現
状
に
お
い
て
黒
字
経
営
は

相
当
厳
し
い
話
で
あ
る
。

　
　経
営
改
善
に
向
け
て
何

が
重
要
と
考
え
る
か
。

　
　
　ざ
ぶ
〜
ん
館
を
継
続

し
て
い
く
と
い
う
思
い
が
強

い
か
弱
い
か
だ
と
思
う
。
そ

れ
を
㈱
聖
籠
の
杜
の
職
員
一

人
一
人
に
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
月
17
日
か
ら
、
医
療
従

事
者
向
け
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
っ
た
。
世
界
的
に
ワ

ク
チ
ン
争
奪
戦
が
始
ま
っ
て

お
り
、
本
町
に
配
分
が
来
た

と
き
は
、
万
全
の
対
応
を
願
う
。

　
　町
長
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
る
予
定
か
。
ま
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
象
者
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
受

け
た
際
の
情
報
公
開
は
で
き

な
い
か
。

　
　
　私
自
身
は
接
種
を
受

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
抵
抗

が
あ
る
方
が
早
期
に
接
種
で

き
る
よ
う
、
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
。

条例改正後に認定こども園となる、現亀代こども園条例改正後に認定こども園となる、現亀代こども園
暮らしやすい町を子どもたちに残すために、
責任を持って町と一緒に改革に取り組む！
暮らしやすい町を子どもたちに残すために、
責任を持って町と一緒に改革に取り組む！
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令和2年度に2、3工区、苔沼
地内の275ｍの用地測量・
物件調査を完了しました。

第23回　追跡レポート

その後どうなった
　　請願・陳情のゆくえ
　平成24年から令和元年の間に議会で審議・採択された請願・陳情の中でも、町民から提出
され、特に私たちの生活に深く関わるものの中から3件の請願・陳情について、その後の状況
を調査しましたのでご報告します。

請願 通学道路に歩道を整備してください
請　願　名　苔沼地区通学道路整備に関する請願書
提　出　者　苔沼区長　中村利雄　他3人
議会採択年月日　平成26年6月23日

請願 通学道路に歩道を整備してください
請　願　名　蓮野苔沼線の歩道付き道路拡幅整備に関する請願書
提　出　者　別條区長　本間和人　他2人
議会採択年月日　平成26年12月15日

陳情 通学路に指定して、防犯灯、横断歩道の整備をしてください
陳　情　名　通学路の指定及び防犯灯と横断歩道の整備に関する陳情書
提　出　者　蓮潟区長　神田勉　他1人
議会採択年月日　令和元年12月16日

処理状況

令和3年度に1工区、聖中～
苔沼の改良工事・舗装工事、
令和4年度以降に2、3工区
の用地購入、工事等を実施
の予定です。

今後の計画

請願箇所

▲現在のようす（令和3年3月下旬）

令和2年度に2工区、八幡～
別條の300ｍの用地購入・
物件補償を完了しました。

処理状況

令和3年度に2工区の道路改
良・舗装工事、令和4年度以
降に3工区、別條地内の用地
測量～工事までを実施の予
定です。

今後の計画

▲現在のようす（令和3年3月下旬）

令和3年度に防犯灯を設置
する予定です。なお、本道路
は現在通学路として使われ
ています。

今後の計画

▲現在のようす（令和3年3月下旬）

●
東北電力
変電所

●蓮野こども園
弁天潟
風致公園
●

●
新発田警察署
聖籠交番

●町民会館
スポアイランド

●聖籠

請
願
箇
所

国道７号線

陳情箇所

　●
町立聖籠
中学校

蓮潟公会堂
●

県道網代浜・新発田線

赤
字
補
填

長谷川六男議員の
視点

ざぶ～ん館への補填
法的根拠は
町長 施設の公共性に鑑み増額

問問問

問問

問問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　令
和
３
年
度
末
の
町
債

残
高
の
見
込
み
は
。

　
　
　79
億
１
２
３
０
万
円
。

　
　農
業
・
商
工
業
分
野
、

芸
術
・
文
化
分
野
に
関
す
る

新
規
事
業
は
な
い
の
か
。

　
　
　農
業
・
商
工
業
分
野

に
は
き
め
細
や
か
な
支
援
体

制
を
充
実
さ
せ
る
。
芸
術
・

文
化
に
は
施
設
環
境
の
向
上

と
文
化
財
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
。

　
　新
年
度
、
ざ
ぶ
〜
ん
館

へ
の
指
定
管
理
料
を
大
幅
増

額
し
て
い
る
が
、
そ
の
法
的

根
拠
は
何
か
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特

殊
事
情
、
ざ
ぶ
〜
ん
館
の
公

益
的
施
設
と
い
う
公
共
性
に

鑑
み
、
増
額
を
お
願
い
す
る
。

　
　地
方
公
共
団
体
の
予
算

執
行
要
件
と
し
て
は
、
例
外

な
く
公
共
性
・
公
平
性
・
公

正
性
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ど
う
考
え
る
。

　
　
　当
然
だ
。

　
　問
題
は
公
平
性
だ
。
コ

ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
町
内

企
業
は
数
多
い
。
な
ぜ
こ
の

会
社
ば
か
り
優
遇
し
休
業
補

償
を
す
る
の
か
。
そ
の
根
拠
は
。

　
　
　ざ
ぶ
〜
ん
館
は
公
共

性
の
高
い
施
設
だ
。
何
ら
法

に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　ざ
ぶ
〜
ん
館
に
対
し
過

去
５
年
間
で
幾
ら
支
出
し
た
か
。

　
　
　詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
手
元
に
資
料
が
な
い
。

　
　５
年
間
で
３
億
８
６
０

０
万
円
、
こ
の
先
５
年
間
で

は
４
億
２
千
万
円
に
な
る
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
最
高
齢
の
方

ま
で
、
町
民
一
人
当
た
り
年

間
５
９
７
４
円
の
負
担
だ
。

今
後
５
年
間
で
一
人
３
万
円
、

５
人
家
族
な
ら
15
万
円
。
こ

の
負
担
が
、
町
民
か
ら
理
解

を
得
ら
れ
る
と
思
う
か
。

　
　
　設
備
等
の
修
繕
が
予

定
以
上
に
早
い
段
階
で
出
た

が
、
そ
れ
ら
は
建
設
当
初
か

ら
理
解
さ
れ
て
い
た
話
だ
。

経
営
が
苦
し
く
な
っ
た
時
点

で
修
繕
費
を
毎
年
予
算
計
上

し
、
説
明
し
、
議
決
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
突
然
の
ご

と
く
将
来
に
向
け
て
大
丈
夫

な
の
か
と
言
う
の
な
ら
、
な

ぜ
も
っ
と
早
く
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
質
問
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
　平
成
30
年
予
算
委
員
会

で
質
問
し
た
際
、
副
町
長

だ
っ
た
西
脇
町
長
は
「
ざ
ぶ

〜
ん
館
は
現
実
的
に
ど
う
改

善
す
る
か
と
い
う
時
期
に
来

て
い
る
」
と
答
え
た
。
３
年

が
経
ち
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

　
　
　３
年
間
、
努
力
は
し

た
が
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
想
定
外

の
問
題
が
重
な
っ
た
。
そ
の

中
で
も
経
営
改
善
は
か
な
り

頑
張
っ
て
き
た
と
評
価
す
る
。

　
　障
が
い
を
持
つ
人
た
ち

と
の
共
生
社
会
へ
の
理
解
が

不
十
分
だ
と
思
う
。
幼
児
教

育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

で
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
。

　
　
　
　大
人
に
対
し
て
も

子
ど
も
に
対
し
て
も
、
人
権

に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

共
生
社
会
実
現
に
向

け
ど
う
取
り
組
む

理解が得られるか、町民一人当り年間約６千円の負担理解が得られるか、町民一人当り年間約６千円の負担

田中智之議員の

  視点

教
育
長
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地内の275ｍの用地測量・
物件調査を完了しました。

第23回　追跡レポート

その後どうなった
　　請願・陳情のゆくえ
　平成24年から令和元年の間に議会で審議・採択された請願・陳情の中でも、町民から提出
され、特に私たちの生活に深く関わるものの中から3件の請願・陳情について、その後の状況
を調査しましたのでご報告します。
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陳情 通学路に指定して、防犯灯、横断歩道の整備をしてください
陳　情　名　通学路の指定及び防犯灯と横断歩道の整備に関する陳情書
提　出　者　蓮潟区長　神田勉　他1人
議会採択年月日　令和元年12月16日

処理状況

令和3年度に1工区、聖中～
苔沼の改良工事・舗装工事、
令和4年度以降に2、3工区
の用地購入、工事等を実施
の予定です。

今後の計画
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▲現在のようす（令和3年3月下旬）

令和2年度に2工区、八幡～
別條の300ｍの用地購入・
物件補償を完了しました。

処理状況

令和3年度に2工区の道路改
良・舗装工事、令和4年度以
降に3工区、別條地内の用地
測量～工事までを実施の予
定です。

今後の計画

▲現在のようす（令和3年3月下旬）

令和3年度に防犯灯を設置
する予定です。なお、本道路
は現在通学路として使われ
ています。

今後の計画
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分
野
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す
る

新
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い
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か
。
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・
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工
業
分
野
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な
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せ
る
。
芸
術
・

文
化
に
は
施
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環
境
の
向
上

と
文
化
財
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
。

　
　新
年
度
、
ざ
ぶ
〜
ん
館

へ
の
指
定
管
理
料
を
大
幅
増

額
し
て
い
る
が
、
そ
の
法
的

根
拠
は
何
か
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特

殊
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情
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ざ
ぶ
〜
ん
館
の
公

益
的
施
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と
い
う
公
共
性
に

鑑
み
、
増
額
を
お
願
い
す
る
。

　
　地
方
公
共
団
体
の
予
算

執
行
要
件
と
し
て
は
、
例
外

な
く
公
共
性
・
公
平
性
・
公

正
性
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ど
う
考
え
る
。

　
　
　当
然
だ
。

　
　問
題
は
公
平
性
だ
。
コ

ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
町
内

企
業
は
数
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い
。
な
ぜ
こ
の

会
社
ば
か
り
優
遇
し
休
業
補

償
を
す
る
の
か
。
そ
の
根
拠
は
。

　
　
　ざ
ぶ
〜
ん
館
は
公
共

性
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設
だ
。
何
ら
法

に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
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ぶ
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ん
館
に
対
し
過

去
５
年
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幾
ら
支
出
し
た
か
。
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細
に
つ
い
て
は
、

今
手
元
に
資
料
が
な
い
。
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年
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で
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８
６
０

０
万
円
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こ
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先
５
年
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で

は
４
億
２
千
万
円
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な
る
。

赤
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ゃ
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か
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最
高
齢
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方
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一
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り
年
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５
９
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４
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万
円
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５
人
家
族
な
ら
15
万
円
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が
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町
民
か
ら
理
解
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か
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予
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。
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田中智之議員の

  視点
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長
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レポートレポ トポレポートレポポートレポート議会開会前の
委員会を開催

陳情１件を
趣旨採択

所管の議案を
調査
厚生産業

総務文教

見て聞いて

委員会委員会

広報広聴

議会運営

３
月
２
日
に
３
月
議
会
前

の
議
会
運
営
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
、「
令
和
３

年
第
１
回
議
会
定
例
会
の
運

営
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

議
員
活
動
と
家
庭
生
活
と

の
両
立
支
援
策
を
は
じ
め
、

男
女
の
議
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、

聖
籠
町
議
会
会
議
規
則
の
改

正
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

詳
細
は
出
産
育
児
、
介
護
な

ど
議
員
と
し
て
活
動
す
る
に

当
た
っ
て
の
諸
要
因
に
配
慮

す
る
た
め
、
育
児
、
介
護
な

ど
に
よ
る
議
会
へ
の
欠
席
事

由
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
で

す
。ま

た
、
福
岡
県
苅
田
町
議

会
よ
り
「
不
交
付
団
体
」
に

対
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
助
成
金

減
額
に
つ
い
て
国
に
対
し
、

共
に
抗
議
す
る
提
案
を
受
け
、

委
員
会
で
議
論
し
ま
し
た
。

　
　（
文
責

中
村
恵
美
子
）

３
月
９
日
、
一
般
会
計
を

含
む
補
正
予
算
６
議
案
と
、

そ
の
他
８
議
案
を
調
査
し
ま

し
た
。

議
案
の
う
ち
、
一
般
会
計

補
正
予
算
は
コ
ロ
ナ
禍
事
業

継
続
支
援
金
と
し
て
ざ
ぶ
〜

ん
館
へ
の
助
成
な
ど
が
主
な

も
の
で
し
た
。

そ
の
他
８
議
案
の
う
ち
条

例
の
一
部
改
正
で
は
、
東
山

団
地
の
空
室
解
消
を
目
的
と

し
て
、
入
居
者
要
件
に
単
身

者
を
追
加
す
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
山
団
地
は
外

観
は
良
い
も
の
の
、
中
の
設

備
の
老
朽
化
、
何
よ
り
も
４

階
、
５
階
へ
の
階
段
で
の
移

動
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

現
実
的
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
は
構
造
上
困
難
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
調
査
予
算
を

計
上
し
、
調
査
す
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
ま
す
。

（
文
責

髙
松
守
雄
）

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

が
閉
会
し
、
広
報
委
員
は
各

自
担
当
原
稿
の
作
成
、
編
集

作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
１
月
の
議
会
広
報
研

修
後
、
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
を

大
幅
に
リ
メ
イ
ク
し
ま
し
た
。

「
見
や
す
く
な
っ
た
ね
」・「
文

字
も
変
わ
っ
た
？
」
と
、
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
そ
の
通
り
。
実
は
書

体
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

視
覚
に
関
す
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
言
え
ば
、
色
に
関
す
る

こ
と
が
有
名
で
す
が
、
文
字
も

「
目
」
で
読
む
も
の
で
す
よ
ね
。

見
え
方
は
人
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ

の
多
様
性
に
対
す
る
配
慮
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

見
や
す
く
、
読
み
や
す
い
文
字

を
選
ぶ
こ
と
。
広
報
委
員
に

と
っ
て
、
重
要
な
視
点
の
一
つ

と
考
え
ま
し
た
。

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
フ
ォ
ン
ト
（
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン

ト
）」
は
多
く
の
人
に
読
み

や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た

書
体
で
す
。
文
字
も
読
み
や

す
く
、
内
容
も
分
か
り
や
す

く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
後
も

編
集
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
文
責

宮
沢
さ
や
か
）

３
月
10
日
、
一
般
会
計
補

正
予
算
、
陳
情
、
同
意
案
件

を
含
む
議
案
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

同
意
案
件
は
、
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

ら
れ
、
調
査
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
12
月
議

会
で
継
続
審
査
と
し
た
、「
町

立
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
へ

の
常
勤
看
護
師
配
置
並
び
に

継
続
的
に
医
療
的
ケ
ア
が
行

え
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

を
求
め
る
陳
情
書
」
に
つ
い

て
再
度
、
慎
重
に
審
議
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
陳
情
の

内
容
や
趣
旨
は
十
分
理
解
で

き
ま
す
が
、
現
在
の
教
育
体

制
、
町
の
財
政
的
事
情
も
あ

り
、
近
い
将
来
の
陳
情
内
容

実
現
は
困
難
と
考
え
、
賛
成

多
数
で
本
陳
情
を
趣
旨
採
択

と
し
ま
し
た
。

（
文
責

小
川
勝
也
）
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宮沢さやか
伊藤　千穂
中村恵美子
田中　智之
青木　　順
髙崎美由貴

議 長 五十嵐利栄

検索聖籠町議会

本会議を
聴くことが
できます

～ Welcome to Seiro ～

〒957ｰ0192 新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山1635ｰ4　TEL（0254）27ｰ1967　FAX（0254）27ｰ6133
議会だよりは町のホームページでもご覧になれます
聖籠町議会だよりは、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

「ようこそ聖籠へ！」では、他市町村出身で、
現在聖籠町にお住まいのご家族にインタビューをします。

本間　智美さん
（外畑）

ほんま ともみ

　３月28日のスプリングコン
サート。卒業生も飛び入り参加
し、子どもたちの明るい歌声が
響いていました。    （保護者提供）

★表紙の写真★
「歌声でみなさんを元気に」

（せいろう少年少女合唱団）

新型コロナ終息後 テーマパークへ

今
回
は
外
畑
集
落
の
本
間

さ
ん
ご
家
族
で
す
。

家
族
構
成
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

夫
婦
と
小
２
、
年
少
の
男

の
子
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
５

人
家
族
で
す
。

出
身
地
と
聖
籠
町
在
住
年

数
は
？

夫
は
新
発
田
市
、
私
は
新

潟
市
で
す
。
聖
籠
町
に
住
ん

で
９
年
に
な
り
ま
す
。

聖
籠
町
の
良
い
と
こ
ろ
と

悪
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

良
い
と
こ
ろ
は
、
本
が
好

き
な
の
で
大
き
な
図
書
館
が

あ
る
と
こ
ろ
！
悪
い
と
こ
ろ

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公

ど
ん
な
町
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
か
？

子
育
て
世
代
だ
け
で
な
く

高
齢
者
な
ど
、
全
て
の
世
代

に
住
み
良
い
町
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

ご
家
族
の
夢
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
し
た
ら
、
家
族
で
テ
ー

マ
パ
ー
ク
へ
行
き
た
い
で
す
。

園
に
も
っ
と
遊
具
を
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
で
す
。

①FM 放送
エフエムしばた 76.9MHz
②インターネットサイマルラジオ
右のQRコードから
聴くことができます。

次回の定例会は、６月15日㈫開催予定です。

声
な
き
声
を
聴
く
。
議
員
と
し
て
の

基
本
姿
勢
で
す
。
町
に
言
い
た
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
大
き
い
声
を
出
せ
る
町
民

は
ご
く
わ
ず
か
。
ほ
と
ん
ど
の
町
民
は

そ
の
術
（
す
べ
）
さ
え
持
っ
て
お
ら
ず
、

口
を
つ
ぐ
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
現
状
で

す
。
期
待
、
静
観
、
諦
め
・
・
そ
し
て

そ
れ
は
無
関
心
へ
と
向
か
い
ま
す
。

81
億
円
超
の
一
般
会
計
当
初
予
算
が

反
対
６
・
賛
成
６
、
議
長
裁
決
と
い
う

異
例
の
形
で
可
決
。
議
員
を
町
民
の
代

弁
者
と
す
る
と
町
民
の
約
半
数
が
反
対

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
現
実
を

町
執
行
部
は
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

よ
も
や
、
議
会
を
通
っ
た
ん
で
こ
れ
で

Ｏ
Ｋ
と
は
思
っ
て
い
な
い
は
ず
で
す
。

そ
し
て
私
た
ち
議
員
。
常
日
頃
、
町

民
の
声
を
「
聴
い
て
い
る
」
と
胸
を
張

れ
る
の
か
。
反
対
・
賛
成
の
意
志
表
示

は
、
本
当
に
そ
の
声
を
代
弁
し
た
の
か
。

「
議
員
の
仕
事
は
落
ち
葉
を
拾
う
よ

う
な
も
の
」
。
あ
る
町
民
の
方
の
言
葉

で
す
。
落
ち
葉
と
は
町
民
の
思
い
。
落

ち
葉
を
拾
う
の
か
、
拾
っ
て
眺
め
る
だ

け
な
の
か
、
発
酵
さ
せ
て
大
地
の
肥
や

し
と
す
る
の
か
。
議
員
の
真
価
が
問
わ

れ
る
令
和
３
年
度
で
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　

委
員

田
中
智
之




